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ブ
ー
ゲ
ン

ヴ
ィ
ル

紛
争
の

考
察
 

分

離
独
立
運
動
の

比
較
検
討

　

私
は

さ

き

に

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

紛
争
の

発

生
か

ら
、

ア

フ

リ

カ

に

お

け

る

コ

ン

ゴ

（

今

の

ザ

イ

ー

ル
）

の

カ

タ
ン

ガ

薦
（
今
の

シ

ャ

バ

州）

の

分
離
独
立

要
求
を

連
想
し

た

と

述

べ

た
。

そ

れ

は
一

九
六
（

）

年
七
月
の

国
連
平

和
維仙
狩
蟹

（

OZ

⊂
（
〕

）

の

派
遣
を

も

た

ら

し
、

　一

方
的

独
立
宣

言
を

行
な
っ

た

カ

タ
ン

ガ

共
和
国
の

軍
隊
に

は
、

ベ

ル

ギ

ー

軍
が

全

面
的
に

協
力
し

て

い

た

ほ

か、

南
北
ロ

ー

デ

シ

ア

の

自
人
た

ち
の

支
援
が

行
な

わ

れ

て

い

た
。

　

カ

タ
ン

ガ

問
題
は

コ

ン

ゴ

共
和
国
の

内
紛

か

ら、

国
際
的
な

紛
争
に

発
展
す

る

動
き
を

明
白
に

し

て

い

た
。

そ

の

た

め

に

当
時
の

国

連
事
務
総
長
ハ

マ

ー

シ

ョ

ル

ド

が
、

北
ロ

．．．

デ

シ

ア

で

ベ

ル

ギ

ー

や

南
部
ア

フ

リ

カ

の

白

人
勢
力
と

、

紛
争
解
決
の

た

め

の

協
議
を
す

銅
の

政
治
学
の

時
代
終
わ
る
、

る

た

め

に

出
張
し
て

行
っ

た

が
、

そ

の

乗
機

が

力

タ

ン

ガ

に

接
し

た
内
北
ロ

ー

デ
シ

ア

領
内

で

不
審
な

墜
落
事
故
を

起
こ

し
、

ハ

マ

ー

シ

ョ

ル

ド

図
連
事
務
総
長
は

死
亡
し

た
。

　
こ

の

事
件
に

関
す

る

調
査
問
題
を

も

含
め

て
、

田
連
安
全

保
瞳
理

事
会
は

、

　一

九

六
〇

年
｝
一

日
月

．

三

日

に

コ

ン

ゴ

問
題

討舗
議

を

開

始
し

た

が
、

同
月
二

四

日
に

い

た
っ

て、

カ

タ

ン

ガ

の

分
離
独
立
主
義
陣
営
が

雇
っ

て

い

る

外
人
部
隊
や

外
人

政
治
顧
問
を

追
放
す
る

た

め
、

ONUC

に

武
力
を

行
使
し

う

る

権

限
を

与
え

る

決
議
案
を
可
決
し

た
。

そ

れ

は

PKF

に

武
力
行
使
を

認
め

る

最

初
に

し

て

最
後
の

例
外
措
置
で

あ
っ

た
。

ONUC

と

カ

タ

ン

ガ

軍
と

の

交
戦
な

ど

の

動
き
を

経
て

、

い

わ

ゆ

る
「，
コ

ン

ゴ

動
乱
」

は
一

九
六

四

年
六
月
に

解
決
さ

れ、

ONU

C
は
一

九

六
四

年
六

月
三

〇

日

に

そ

の

任
務

を

終
え

て

撤
収
し

た．、

　
こ

の
・．

m

う

に

見
て

く

る

と
、

力

タ

ン

ガ

の

西

　
野

　
照
太
郎

分
離
独
立
運
動
は、

そ

の

発
端
に

お

い

て

は

ブ

：

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

の

分
離
独
立
運

動
に

類
似

点
を

も
っ

て

い

る

が
、

そ

の

解
決
過
程
の

活

動
と

い

う
、

大
規
模
な

国
連
に

よ

る

介
入
を

必

要
と

し

た

点
で、

現
段
階
で

の

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

紛
争
の

解
決
に

と
っ

て

は、

余
り

参

考
に

な

り

そ

う

も

な

い

と

い

え

よ

う．−

　
最
近

に

な

っ

て

私
は

、

ブ

…

ゲ
ン

ヴ
ォ．
ル

紛
争
と

比
較
で

き

そ

う

な

分
離
独
立
問
題
が

カ

リ
ブ

海
の

島
に

お

い

て

起
こ
っ

て

い

た

こ

と

を

知
っ

た

の

で
、

こ

こ

で

は

そ

の

事
実
に

つ

い

て

簡
単
に

論
じ
て

お

き

た

い

と

思

う
。

　
本
誌

の

読
者
諸

兄
姉
は

、

　「，
オ

ラ

ン

ダ

領

．
西
イ

ン

ド
｛

と

い

う
地
域
が

か

つ

て

存
在
し

て

い

た

こ

と

を
ご

存
知
で

あ

ろ

う
。

そ

れ

は

現
在
の

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

と

イ

リ

ア

ン

・

ジ

ャ

ヤ

を
含
め

て、

か

つ

て

「

オ

ラ

ン

ダ

領
東
イ

ン

ド
」

と

呼
ん

で

い

た

こ

と

に

対
比
す

る

地

域
概
ム

芯

で、

カ

リ
ブ脚
拇

に

浮
か

ぶ

キ
ュ

ラ

ソ

…

N 工工
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そ

の

他
の

オ

ラ

ン

ダ
領
諸
島
と
、

南
米
大
陸

の

北
端
部
に

あ

る

オ

ラ

ン

ダ

領
ギ

ア

ナ

（

現

在
の

ス

リ

ナ
ム
）

を
含
む
地
域
を

指
し

て

い

た
。

　
カ

リ

ブ

海
に

浮
か

ぶ

オ

ラ

ン

ダ

領
諸
島
は

、

一

九

四

八
年
ま
で

は
一

括
し

て
｝，
キ
ュ
ラ

ソ

i
」

と

呼
は

れ

て

い

た

が
、

実
際
に

は

最
大
の

島

キ
ュ

ラ

ソ

ー

の

ほ

か

に、

ア

ル

バ

島
と
ボ

ネ
t

ル

島
を

含
む

風
下
諸
島
と

、

そ

れ

よ

り

北
東

に

遠
く
離
れ

た

風
上
諸
島
…
…

シ

ン

ト
・

マ

…

ル

テ

ン

皀

畑 、

サ
バ

島、
　
シ

ン

ト

・

エ

ウ

ス

タ

テ

ィ

ウ

ス・
島

…
を

含
む

G

　、

九
四

八

年
以

降冖
は

｝．
オ

ラ

ン

ダ

領
ア

ン

テ

ィ

ル

諸

島
Z
巴
 

「

歹

乙
沼

〉

葺
≡
 

コ

（

英

語
で

は

Z
 

芸
9、
冨
コ

号

＞
5
け

≡

罍

）

と

い

う

の

が

そ

の

名
称
で

あ

る
。

こ

こ

で

念
の

た

め
、

こ

の

六
つ

の

島
の

面
積
と

人
口

を

掲
げ
て

お

く．．
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面
積
瞳

（一
九

八
八
）

（

死
八
二

推
定
）

調
｛

袴
碧

鵐
爨

纛

　
　
　
小

計

　
九

五

二 ．
二

、

08

二

七

七
、

OOO

謙
｛

籌
羣

譱
一

藩

　
　
　
小

計

　
六
八

三

R80

一
「「

、

80

　
　
A
口

　

訃

朗

　

　

　

九
九

三
　
　
二

五一
、

QOO

　
二

九

〇
、

OOG

 
「

九
八

八
年
の

キ

ュ

ラ

ソ

ー
、

ア

ル

バ

　
　
の

人
口

が
、

一

九
八

二

年
よ

り

減
少
し

　
　
て

い

る

こ

と

に

留
意

。

　
こ

の

六
つ

の

島
々

の

経
済
は

、

一

九
一

五

年
、

キ

ュ

ラ

ソ

…

島
に

門．
キ

ュ

ラ

ソ

ー

石
油

会
社
」

と

い

う

石
油
精
製
企
業
（

一

九
「

五

年
キ

ュ

ラ

ソ

ー

石
油
工

業
会
社
と

改
称）

が

建
設
さ

れ
、

　一

九
一

ヒ
年
に

「

キ
ュ

ラ

プ

ー

海
運
A
万

社
」

略
称
（
畄

ζ

と

い

う
、

ヴ
エ

ネ

ズ

エ

ラ

の

原
油
を
輸
送
す
る

企
業
が

操
業
を

開
始
し

て

か

ら、

革
命
的
な

変
化
を

し

な．

さ

ら

に
，

九
二

四

年
に

ア

ル

バ

島
に

も．
右

油

精
製
工

場
が

建

設
さ

れ

て
、

石
油
革
命
は

本

格
的
に

進
行
し

た
。

　
キ
ュ

ラ

ソ

…

や

ア

ル

バ

は
、

産
油
園H
ヴ
．屮

ネ

ズ

エ

ラ

の

海
岸
か

ら
、

僅
か

三

八
マ

イ

ル

し

か

離
れ

て

い

な

い

の

に

目
を
つ

け
て、

シ

ェ

ル

石
油
や

エ

ク

ソ

ン

石
抽
が

そ

の

原
抽
を

こ

こ

で

精
製
し

て
、

ア

メ

ー−・
カ

や
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

輸
送
す
る

利
点
に

目
を
つ

け

た

の

で

あ
っ

た
。

　

キ
ュ

ラ

ソ

ー
、

ア

ル

バ

両
島
の

経
済
が

発

展
し

始
め

る

と
、

そ

の

精
油
工

場
や

海
運
企

業
に

雇
用
さ

れ

る

た

め
、

ア

ン

テ

ィ

ル

諸
島

か

ら

は

も

ち
ろ

ん
、

カ

リ

ブ

海
周
辺
諸
国
か

ら

労
働
者
や

白
人
が

集
ま
っ

て

き
た

。

一

九

二

〇
年
か

ら
一

九
六
六
年
ま
で

の

間
に

、

キ
ュ

ラ

ソ

ー

の

人
口

は

四

倍
、

ア

ル

バ

の

人
口

は

七
倍
に

膨
張
し
た

。

　
し

か

し
、

　一

九

五（口
）

年
代
に

な
っ

て

精
油

工

場
の

作
業
が

急
速
に

オ

ー

ト

メ

t
シ

ョ

ン

化
さ

れ

始
め

る

と
、

労
働
力
の

削
減
が

急
務

と

な
っ

て
、

キ
ュ

ラ

ソ

ー

や

ア

ル

バ

の

経
済

は

下
降
繚
を

た

ど

り
始
め

た
。

石
油
産
業
の

雇
用

人
口

は
「

九
五、
一
年
の

ピ

ー

ク

時
に

は

二
 
、

皿

∩
二

人
で

あ
っ

た

の

が
、

｝

九
六

六

年
に

は

五
、

八一

＝

人
に

激
減
し

た
。

　
こ

こ

で

詳
論
す
る

余
裕
は

な

い

が
、

精
油

罨

も
石
油
製
品
輸
出
量
も
減

少
を

示
し

た
。

オ

ラ

ン

ダ

領
ア

ン

テ
ィ

ル

諸
島
全
体
の
一

人

当
た

り

の

国
民
所
得
は

、

一

九
六
三

年
に
「
、

九
一

六
ギ

ル

ダ

ー

へ

一
、

（冖）
二

五

米
ド

ル
）

だ
っ

た

の

が
、

　一

九
六

六

年
に

は
一
、

八
＝ ．

四
ギ

ル

ダ

i

（

九
八

〇
・

七
米
ド

ル
）

に

低

下
し

た
。

　一

九
六
〇
年
に
】

二

・

八

％

だ
っ

た

失
業
率
は
「

九
六

六
年
に

は

二

〇
・

二

％

に

」
昇
し

た
。

　
以
上
の

よ

う

な

情
報
は、
　一

九
六
八

年
八

月
に

キ

ュ

ラ

ソ

ー

島
を

訪
れ

た

私
が

現

地
で

得
た

も
の

で

あ

る

が
、

当
時
ま

だ

外
国
人
観

光
客
が

感
ず

る

よ

う
な

住
民
の

不
穏
な

動
き

は

な

か
（．

た
。

し

か

し、

精
油
工

業
の

不
振

に

よ
る

失
業
率
は
一

九
六

〇
年、

キ

ュ

ラ

ソ

ー

で

二

〇
・

二

％
、

ア

ル

バ

で
「

七
・

八

％
に

達
し

て

い

た
。

　一

九

六
九
年
五

月
に

は

キ
ュ

ラ

ソ

ー

で

大
規
模
ス

ト

ラ

イ

キ

が

起
こ

っ

た
。

　

オ

ラ

ン

ダ

領
ア

ン

テ

ィ

ル

諸
島
はい
咼

度
の

自
治
政
府
を

も

つ

連
邦
で、

連
邦
議
会
と

各

島
の

島
嶼
議
会
が

あ

り
、

政
党
は

島
嶼
別
に

成
立
っ

て

い

た
。

そ

し

て
一

九
七
一

年
ア

ル

バ

島
に

、

連
邦
か

ら
の

分
離
独
立

を
要
求
す

る

政
党
「

人
昆
選

挙
運
動
」

ζ
円

蜀

（

ζ
Q5

−

H

ゴ
〇

三
〇

田
¢

9（）
髭冖

鎌

Hv

話
三
〇

）

が

出
現

し

た
。

　
ア

ン

テ

ィ

ル

諸
島
連
邦
の

そ

の

後
の

政
治

動
向
は

、

｝

九
七
五

年

二

月
の

ス

リ

ナ

ム

独
立
に

影
響
さ

れ
て、

独
立
の

可
否
を

め

ぐ

る

対
立

、

と

く

に

独
立
を

要
望
す
る

ア

ル

バ

と

独
立
に

消「
極
的
な

キ

ュ

ラ

ソ

ー

と
の

対
立

を

明
確
に

し

た．、

オ

ラ

ン

ダ

政
府
は

独
立
を

め

ぐ
る

紛
争
を
避
け

た

い

意
M

凶

か

ら
、

独
蹉

要
求
に

は

寛
容
な

態
度
を
と
っ

た
。

　

二
几

八

二

年一．一
月
か

ら
、

ア

ル

バ

巨
側

の

要

求
す
る

独
立
を

認
め

る
の

に

必
要
な

乎
続
き

問
題

な

ど

を
論
ず

る

会
議
が

開
か

れ

た。

　
し

か

し
、

同
年
四

月
下
旬
に

独

立

推
進
政

党
MEP

が

党
大
会
を

開
い

て

い

た

時、

同

党

党
首
ベ

テ

ィ

コ

。

ク

ル

ー

ス

疑匝
鉱（
x）

90
雷

が

警

官
に

狙
撃
さ

れ

た
。

警
察
は

銃
が

暴
発
し

た

た

め

と

主

張
し

た

が、

ME

P
党
支
持
者
間
で

は

暗
殺
の

陰
謀
に

よ

る

と

主

張
し、

数
日

後
抗
議
集
会
を
開
い

た
。

そ

の

集
会
の

際
、

一

人
の

少
年
が

射
殺
さ

れ
、

二

人
が

負
傷
す
る

事
件
が

起
こ

っ

た
。

ア

ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢ e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　．
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肛

バ

に

も

独
立
に

反
対
す

る

勢
力
が

あ

る

こ

と
s

が

明
ら

か

と

な

っ

た
。

　

　
　

　
　

　
　

町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肛

　
【

九
八

四

年
一

〇
月
に

ア

メ

リ
カ

の

石
油
h

企
業

鍔

蒹
G
旨

が、

ア

ル

バ

に

あ
る

ラ

ゴ

石
k

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
H

飾
αq（v
（

）

二

精
油
工

場
と

輸
送
会
社
を
、

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

一

九
八

五

年
三

月
三
一

口

を

も
っ

て

閉
鎖
す
箆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る

と

発
表
し

た
。

そ

れ

は

オ

ラ

ン

ダ

が、

ア

ト

ル

バ

島
の

ア

ン

テ

・

ル

諸
島
連
邦
か

ら
の

分
M

離
を

諒
承
す

る

チ
定
の

【

九
八

五

年
一

月
の

直
後
で、

ア

ル

バ

に

と
っ

て

は

偶

然
と

は

思

え

な

い

打
撃
と

い

え

た
。

　
ラ

ゴ

石
油
は

毎
年
一

億
五
〇

〇
（
口）
万
ド

ル

の

財
政
収
入
を

ア

ル

バ

政
府
に

も

た

ら

し

て

い

た

の

で
、

そ

の

工

場
の

閉
鎖
は

独
壼
を

目

ざ

す

MEP

に

と
っ

て

最
大
の

打
撃
と

な

り
、

MEP

の

支
持
世
論
は
一

時
大
き
く

衰
退
し

た
。

ア

ル

バ

島
政
府
の

緊
縮
予

算
案
は
一

九

八

五

年
｝

月
に

島
嶼
議
会
で

可
決
さ

れ

た
。

ア

ル

バ

に

お

け
る

失
業
率
は
一

時
約
四
（ ，
）

％

に

達
し、
　一

九
八

五
年
の

GDP

は

前
年
よ

り
三

五

…

四

〇
％

も
減
少
し

た
。

　
一

九
八

五

年
一

二

月
三
一

日

深

夜
か

ら
一

九一
八

ム

ハ

任
⊥
日
月
一

H
に

か

け

て
、

ア

ル

バ

は

GO

舞

ε
切

9
℃

費
ざ

と

い

う

連
邦
か

ら

分
離
し

た

政
治
的
地
位
を

達
成
し
霞
、

オ

ラ

ン

ダ
の

要
望
も
あ
っ

て
．

九
九
六
年
一

月
一

日

に

完

全
独
立
を
実
現

す

る

予
定
も
明

確

に

な
冖、

た
。

　
そ

の
一

二

月
三
一

日

の

夜
、

MEP

党
首

ベ

テ
／「
コ

・

ク
ル

ー

ス

が亠
父

通
事
故
に

あ
っ

て
、

再
起
不
能
の

重
傷
を

負
っ

た

こ

と

は

ア

ル

バ

に

と
一．
て

悲
劇
的
な

こ

と

だ
っ

た
。



The Pacific Society

NII-Electronic Library Service

The 　Paoifio 　Sooiety

？ 卩 uu 「
J 　 丶 夕 卩

⊥t 　f コ 爿 ’ tr 勹 ノ
i レifg 　T ーノ 」ハ、 司T 丁幽山LL

　
ア

ル

バ

で

は

閉
鎖
さ

れ

た

精
油
工

場
が

政

府
に

よ
っ

て

操
業
さ

れ
、

ま

た

観
光
産
業
の

た

め

の

ホ

テ

ル

そ

の

他
の

施
設
の

建
設
ブ

ー

ム

に

よ

っ

て
、

　．

九

八
七
年
か

ら
は

再
び

経

済
的
繁
栄
を

享
受
し

始
め

た
。

そ

の

一

人
当

た

り

GNP

は
一

九
八

五
年
以

来
の

人
口

減

少
の

影
響
も
あ
っ

て
、

次
の

よ

う

な

増
大
を

示
し

て

い

る
。

一

人
当
り

GNP

（
ド

ル
）

　
　

　
一
九

八

六

年
一
九

八
七

年

耳
ハ

八

年
一
九

八

几

年

　
　

　

彎
、

望
四

七
、

九

吾

；
、

芸．
「

＝

、

六

n

五

　

ア

ル

バ

政

府
は
o り

＄
ε
も・

曁

づ

鍵
け

o

の

地

位

を

達
成
す
る

と
同
時
に

独
自
の

法
定
通
貨
を

採
用
し

た
。

通
貨
価
値
は

ア

ン

テ

ィ

ル

諸
島

ギ

ル

ダ
i

（

NAG

）

同
じ
一

米
ド

ル

萼

一
・

七
九
ギ

ル

ダ・
…

だ

が
、

名
称
は

ア

ル

バ

・

ギ

ル

ダ

ー

と

も
ア

ル

バ

・

フ

ロ

リ
ン

と
も
い

わ

れ

る

も
の

で

あ
る

。

　

こ

う

し

た

経
緯
を
へ

て

分
離
し

た

ア

ル

バ

の

た

あ

に、

ア

ン

テ

ィ

ル

諸
島
連
邦
の

財
政

上
の

資
産
と

負
債
は

三

〇
（
ア

ル

バ

）

対
七

〇
（

連
邦）

の

比
率
で

配
分
さ

れ

る〔．

ま

た

金
や

外
貨
保
有
高
は

ニ

ヒ
（

ア

ル

バ

）

対
六

三

（

連
邦
）

の

比
率
で．
分
げ

ら

れ

る

が
、

こ

の

ば
あ
い

は

＝
り

％

の

緩
衡
資
金
が

設
け

ら

れ

て

い

る
。

　

オ

ラ

ン

ダ

領
ア

ン

テ

ィ

ル

諸
島
の

中
で

、

観
光
面
で

急
速
な

発
展
を
し

て

き

た

の

は
、

シ

ン

ト
・
マ

ー

ル

テ

ン

島
で

あ

る
。

観
光
産

業
に

よ

る

外
貨
収
入
は

次
の

よ

う

な

動
き

を

示
し

て

い

る
。

単
位
は
…

、

000NAG

で

あ

る
。

　
　

一
九

八

二

一
九
八

四

一
九

八

六

一
九

八
七

一
九

八

八

死
八

九

ア

ル

バ

　

ニ

九

巴

二一
二

二

八

三

三

九一

幵

OO

　
五

六

六

キ
ュ

ラ

ソ

…
　
二

四〔）
　
＝

詈 ．
　
一
七

四

　

＝一
三

　
　一
四

五

　
　一
七

五

風
土

諸
島

一、
六

四

二

三

四

一．
九
五

…
三
］

四

C
六

四

交

　
　
む

総
計
　
七

五

八

套
四

七

五

二

八

二

幵

一
、

〇

五一
一

、

二

〇

匕

　
＊

ボ

ネ

ー

ル

の

外
貨
収
入
を
含
む

。

　

こ

の

観
光
産
業
に

よ

る

風
h
諸
島
の

外
貨

獲
得
額
は、

そ

の

九

〇
％
以

ト

が
シ

ン

ト
・

マ

ー

ル

テ

ン

島
の

収
入
で

あ

る

が、

風
上
諸

島
全
体
の

こ

の

外
貨
収
入
も、

こ

の

諸
島
の

入
口

が
一

九
八

九
年
に．
二（
り、

○（
∪

○
人
で

あ
っ

た

か

ら
、

一

九
八
九
年
の

諸
島
民
一

人

当
た

り
収
入

は、

実
に
一

五
、

五
ハ

）

○
米
ド

ル

余
と

な

る
。

　

こ

う

し

た

異
常
に

高
い

所
得
水
準
を
達
成

し

た

せ

い

か、

ン

ン

ト
・
マ

ー

ル

テ

ン

巨
呵

は

ア

ン

テ
κ．
ル

諸
島
連
邦
に

は

留
ま

り

な

が

ら
、

よ

り
高
度
の

内
政
自
治
を
要
求
し

て

い

る。

オ

ラ

ン

ダ

と

し

て

は
一

九
九

〇
年
三

月
に

キ
ュ

ラ

ソ

ー

と

ボ

ネ

ー

ル

を
一

つ

の

自
治へ
領

域
、

風
上
諸
島
を

も

う
一

つ

の

自
治
領
域
と

す
る

憲
法
体
制
を

提
案
し

て

い

る
。

　
最
後
に

゜・

e
霽

ε
价

餌

で

鷲
審

の

ア

ル

バ

島

で

あ
る

が
、

一

九
八
九

年
の

年
史
に

ヒ

ュ

ー

ス

ト

ン

の

コ

ー

ス

タ

ル

石
油
と、

ア

ル

バ

島

政

府
と
の

間
で

同
政
府
管
理

ド
の

石
独
精
製

工

場
の

操
業
を
、

｝

九
九
〇

年
一

〇
月
に

再

闇
す

る

協
定
が

結
ば

れ
た

。

　一

九

九（
U

年
六

［
月

に

結
ば

れ
た

ア

ル

バ

政
府
と

オ

ラ

ン

ダ
政

府
の

協
定
に

よ

っ

て
、

ア

ル

バ

が
一

九
九

六

年
に

完
全
独
立
す
る

と
い

う

予
定
は

取
消
さ

れ
た

。

　

ア

ル

バ

島
の

分
離
独
立
要
求
が

開
始
さ

れ
、

政
治

運
動
に

発
展
す

る

過
程
で、

そ
の

指
導

者
が

警
官
に

射
撃
さ

れ

る

事
件
は

あ
っ

た

が
、

全

般
的
に

き

わ

め

て

平
穏
に

分
離
独
立

要
求

が

容
認
さ

れ

た
の

は
、

ア

ン

テ

ィ

ル

諸
島
の

住
民hO

−

独
自
の

伝

統
文
化
を

も
つ

民
族
で

は

な

く、

各
地
か

ら

移
住
し

て

き
た

多
様
な

入

種
の

寄
A
鼠
巴

帯
で

あ

り
、

ア

ル

バ

島
の

豊
か

さ

が
、

連
邦
の

中
で

の

臼
分
た

ち
の

財
政
的

貢
献
が

、

重
す
ぎ

る

と

い

う

経
済
的
不

満
を

牛
み

、

そ

れ

が

分
離
独
立
運
動
の

動
機
で

あ
っ

た
。

そ

れ

は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

分
離
独
立

運
動
を

考
察
す
る

上
で

参
考
に

は

な

ら

な

い
。

　

後
に

述
べ

る

よ

う

に
、

一

九
九
一

年
一

月

の

ホ

ニ

ア

ラ

に

お

け

る

和
平
会
談
で

、

紛
争

解
決
に

は、
　
「

多
国
籍
平
和
維
持
軍゚
」

を

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

配
備
せ

よ

と

い

う

声
が

出
た

こ・
と

を

思
え

ば、

カ

タ

ン

ガ

の

独
立
紛
争
の

中
に

参
考
に

な

る

点
が

あ
る

か

も

知
れ

な

い
。

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
の

要
求

　
ー

ホ

ニ

ア

ラ
・

ア

コ

ー

ド

ま
で

ー

　
．

九
七
七
年

ー

七
八

年
か

ら
一

〇
年
間
鎮

静
化
し

て

い

た

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

島
民
の

要

求
は、
　一

九
八

七
年
の

総
選
挙
の

選
挙
運
動

の

際、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

選

挙
区
か

ら

立

候

補
し

て

い

た

前
国
会
議
員
ジ

ョ

ン

・
モ

ミ

ス

神
父
が、

ブ

！

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

銅
山
会
社
BC

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
¢ e

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　．
皿

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
肛

L
の

総
売
h

盲

回

の

四

％

を
、

島
民
に

還
元

す
s

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
珊

べ

き

だ

と

い

う
要
求
を

掲
げ
て

戦
っ

た

の

を
m

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

契
機
に
、

再
び

PNG

の

政
治
経
済
に

波
紋
h

を
起
こ

す
に

い

た

っ

た
。

　
　

　

　

　
　

k

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
 

一

九
八

八

年
の

後
半
に

入

る

と
、

銅
山
会
社
肛

の

測
量
技
L

で
、

鉱
区
の

地

主
で

も
あ

る
フ

 

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
屯

ラ

ン

シ

ス

・

オ

ナ

国

蕁
PO

ぢ

○

寔
醐

が
、

自
H

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
N

分
の

所
有
地
を

奪
わ

れ

た

こ

と

と

環
境
が

破

壊
さ

れ

た

こ

と

に

対
し

て
、

PNG

政
府
に

一

〇
〇
億
キ

ナ

と

い

う

法
外
な

補
償
金
を

要

求
し

た
。

オ

ナ

が

敵
視
し

た
の

が

PNG

政

府
な

の

か

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

銅

山
会
社
へ

B

CL

）

な

の

か
、

オ

ナ

の

要．
京
ー4Pt

地
を

奪

わ
れ
た

地
主
の

た
め

な

の

か、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
民
全
体
の

た

め

な

の

か

は
っ

き

り

し

な

｝

つ

　
こ
o

ゐ卿　
　
↓

！

　

オ

ナ

の

要
求
に

同
感
し

て

約
五（
〕

人
の

過

激
な

島
民
が

団
結
し

て
、

ジ

ャ

ン

グ

ル

の．
甲

で

ゲ

リ

ラ

活
動
を

始
め、

BCL

や

PNG

政
府
に

対
し

て

抗
戦
し

始
め

た
。

そ

う

し

て

続
け

ら

れ

た

ゲ

リ

ラ

戦
争
の

た

め

に
、

　一

九

八

八

年
末
ま

で

に

三

〇
人

を
下
ら

な

い

人
命，

が

失
わ

れ

た
。

　
さ

き
に

紹
介
し

た

カ

リ

ブ

海
の

ア

ル

バ

島

の

分
離
独
立
運

動
は

、

そ
の

島
の

産
業
経
済

の

大
黒
柱
だ
っ

た

石
油
精
製
企
業
を
敵
視
せ

ず
、

．
半
和
的
に

オ

ラ

ン

ダ

領
ア

ン

テ

ィ

ル

諸

島
連
邦
か

ら
、

政

治
的
に

離
脱
し

よ

う

と

い

う

運
動
だ
っ

た

た

め

に
、

円

満
に

オ

ラ

ン

ダ

王
国
政
府
に

容
認

さ

れ

た
。

　
そ

れ

に

対
し

て

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
の

独
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運
動
は

、

暴
力
的
な

ゲ

リ

ラ

活
動
に

よ
っ

て

PNG

政
府
と

対
決
を

深
め

て

い

る
。

P

NG

政
磨
は

ゲ

リ

ラ

指
導
者
フ

ラ

ン

シ

ス

。

オ

ナ

の

首
に

、

二

〇．
カ

キ

ナ

の

賞
金
を

か

け

て

住
民
に

ゲ
リ

ラ

敵
視
を

働
き

か

け

て

い

た
。

　
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ノ，

ル

の

P
頁

G
軍
は

捕
え

た

テ

ロ

リ

ス

ト

を
兵
舎
に

迎

え
入
れ、

話
し
合

い

に

よ

る

解
決
を

実
現
し

よ

う

と
努
力
し
た

が
、

そ
こ

で

到
達
し
え

た

成
果
は

、

ノ

ー

ス

・

ソ

ロ

モ

ン

州
政
府
に、

五

年
間
に

総
計
二

億

キ

ナ

の

無
償
援
助
を
支
給
す
る

と
い

う、

P

NG

政
府
の

財
政
的
な

譲

歩
案
だ
け

に

す
ぎ

よ

う

　
つ

　
こ
o

ノ
　
ノ

ん

　

　　
十
ん

　

武
力
衝
突
は

深
刻
化
し、

一

九
八

八
年

六

月一
．

L

ハ

日

に

は、

PNG

政
府
は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ズ，
ル

島
に

非
常
事
態
を

宣」、一
口

…｝、

車
と

警

察
に

よ

る

ゲ

リ

ラ

活
動
の

取
締
り

を

強
化
し

た
。

し
か

し
、

ジ

ャ

ン

グ
ル

に

覆
わ

れ

た

急

媛
な

山
岳
地
帯
の

た

め

作
戦
は

長
期
化
し

、

話−
し
A
冂

い

を厂
灯

な

う

た

め

の

チ

ャ

ン

ス

は
…

0．
月
ま
で

に

す
べ

て

失
わ

れ

た一り

　
こ

う
し

た

緊
迫
し

た

状
況
の

な

か

て、

B

CL

の

施
設
内
で

は

職
員
に

対
す
る

襲
撃

、

電
力
供
給
用
の

配
送
電
鉄
塔
の

断
続
的
な

爆

破
が

起
こ

っ

た

た

め
、

　｝

九
八
九
年
五
月
一

五

日

に

は
BGL

は

完
全
に

操
業
不
能
と

な
っ

て

閉
鎖
さ

れ

て

し

ま
一．
た．、

BRA

（

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

イ

ル

革
命
軍）

ぽ

銅
鉱
業
の

開
発
と

存
続
が

独
立
運
動
に

対
立
す
る

と

信
じ
始
め

た
。

BCL

の

三
、

Q（、，V・
〔）
人
の

雇
用
人
員

は

解
雇
さ

れ
、

BCL

に

依
存
し
て

き
た

島

内
の

各
種
ビ

ジ

ネ

ス

は

閉
鎖
の

や

む

な

き
に

至
っ

た
。

　
一

九
八

九
年
天

に

BCL

は

正

式
に

操
業

が

禁
げ．
さ

れ

た

が、

そ

の

影
響
で

PNG

の

ボ

ー

ル

・

ボ

ラ

℃
pp
二

刀

o

瑟

　

蔵
相
は
、

一

九

九
〇
年
一

月
九

日

に

キ

ナ

貨
の
一

〇
％

．
平

衝
切
ト
げ、

政
府
歳
出
の
一

億
キ

ナ

削
減

、

金
融
引
締
め

、

俸
給
賃
金

の

凍、
結
な

ど

の

措

置
を

と
（、
た

。

そ

れ

は

BCL

が

ブ

…

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

の

み

な

ら

ず
、

PNG

全
体
に

対
し

て

い

か

に

大
き
い

貢
献
を

し
て

い

た

か

を

考

え

さ

せ

る

も
の

だ

っ

た
。

　

PNG

政
府
は

ゲ

リ

ラ

を
武
力
制
圧

す

る

目
的
で

、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
、，
ル

に

よ

り

大
量

の

軍
隊
を

送
り

、

激
し

い

交
戦
状
態
を

生

み

出

し

た
。

し

か

し、

そ

う

し

た

軍
事
作
戦
の

た

め

に
一

〇
〇

人

以

ヒ
の

犠
牲

者
が

生
じ、

ブ

t

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
民
の

多
く

を゚

却
っ

て

独
立

を

要
求
す

る

デ
リ

ラ

陣
営
に

追
い

や

る

結
果

に

ま
つ

　
こ
o

　

　
オ

読’　
一

九

九（
》

年、一．
月
二

日

に

は、

来
訪
し

た

紛
争
問
題
の

調
査
を

専
門
と

す
る
ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

人
ピ

ー

タ

ー
・

ワ

レ

ン

ス

テ

ー

ン

教
授

が、

PNG

政
府
に

紛
争
解
決
の

た

め

に

は
、

先
ず

、

軍・
隊
の

撤
收
が

必

要
だ

と

助一．．一
qL

た

た

め
、

PNG

軍
は

早
々

に

撤
退
し

て

行
っ

た
。

　
三

月
一

四

日

に

PNG

国
家
警
察
弁
務
官

ホ

ー

ル

・

ト

ピ

ア

ン

℃

擘
二

→
〇

三
餌
コ

が
、

ボ

ー

ト

モ

レ

ス

ビ

ー

の

陸
軍
兵
舎
で

聞
か

れ

た

夕
食
会
の

席
上

、

警
察
隊
の

プ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

で
の

失
態

を

な

じ

ら

れ

た

こ

と

か

ら、

酒

の

酔
い

に

ま

か

せ

て

反

政
府

的
言

動
を

と

り、

そ

の

た

め

警
官
た

ち
に

取
り
抑
え

ら

れ

る

事

件
が

起
こ

っ

た
c

ポ

ー
ル

・

ト

ピ

ア

ン

は

そ

の

た

め

反
逆

罪
で

告
発
さ

れ

た
。

　
一

九
九
ハ
）

年
五

月
一

七
日

に

BRA

の

最

高
司
AP

官
フ

ラ

ン

シ

ス

・

オ

ナ

は
、

敬
虔
な

キ

リ

ス

ト

教
徒
と

し

て

の

し

き

た

り
に

の

っ

と
っ

て、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
・、

ル

共
和
国
の
一

方

的
独
立
を

宣
冨
し
、

自
ら

そ

の

大
統
領
に

就

任
す
る

と

言
明
し

た
。

BRA

の

軍
司
令
官

に

は

元
PNG

陸
軍
の

将
校
サ

ム

・

カ

ウ

オ

ナ

5り

2D3

豕
2D

き胃
蚕

が

就
任
し

た

し、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

暫
定
政
府
首
相
に

は
、

一
兀

ノ

ー

ス

・

ソ

ロ

モ

ン

州
首
相
ジ

ョ

セ

ブ

・

カ

プ

イ

が

選
ば

れ

た．
。

　

し

か

し、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

島
の

経
済
44

、

BCL

の

閉
鎖、

ポ

ー

ト

モ

レ

ス

ビ

ー

か

ら

の
一

切
の

援
助
や

サ

f
ヴ
／、
ス

の

停
止
に

よ
っ

て

急
激
に

悪
化
し

、

島
民
の

生

活
は

窮
乏
化

し

て、

サ

ブ

シ

ス

テ

ン

ス

の

水
準
に

転
落
し

た．、

BCL

の

開
発
以
来、

こ

の

島
に

移
っ

て

き
て

い

た

人
た

ち

は
、

競
っ

て

島
外
に

去
っ

て

行
っ

た
。

そ

の

結
果

、

皮
膚
の

黒

い

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

島
民
と

皮
膚
の

赤
褐
色
の
ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

本
島
民
の

相
互
不

信
と

対
立
感
が、

い

九
七
〇
年
代
と

同
様
に

再

び

強
ま
っ

た
。

　

PNG

政
府
は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

共
和
国

独
立
宣
言
後
間
も

な

く
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
政

府
と

の

閤

で
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

海
峡
な

ど

両
国
間
の

海
蚊
を

共
同
で
パ

ト
ロ

ー

ル

し

て
、

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
¢ e

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
血

BRA

の

活
動
家
が

両
国
間
を

往
来
す
る

こ

馳

と

や
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
の

国
民
が

BRA

を

町

支
援
す

る

こ

と

を、

防
止

す
る

た

め

の

窃
定
 

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
し

を

結
ん

だ
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

k

pNG

政
府
は
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
・

ル

島
に、

 

教

責

保
健
衛
牛・

通
信
そ
の

他
の

掌
ヴ
・

皿

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
皿

ス

を．
再

開
し

て
、

そ

の

生
活
を

正
常
化
す

る

ト

試
み

の

第
一

歩
と

し

て
、

ブ

…

デ
ン

ヴ
・

ル

M

島
の

北
端
に

近
接・
し

て

い

る

ブ

カ

島
に

軍
隊

や

警
察
を

派
遣
し

て、

サ

ー

ヴ
1，
ス

復
活
の

た

め

赴
任
す
る

公
務
員
の

安
全
を

は

か

る

計

画

を

し
て

い

た
。

　
ニ

ュ
ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

政
府
の

如一
介
に
ト

ひ

っ

て
、

一

九

九
〇
年
ヒ

月
末
に

、

PNG

政
府

代＋
表
マ

イ

ケ

ル

・

ソ

マ

レ

外
相
と

、

プ

ー

ゲ

ン

グ
ィ

ル

暫
黒

疋

政
権
の

代
表
と
の

聞
プ

＼

嗣凵

島
沖
に

来

航
し

停
泊
し

て

い

る
ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

軍

艦
「

エ

ン

デ

ィ

ヴ
ァ

」

暑、
の
幃

驢

L

で
、

和
平
会
談
が

開
か

れ

た．．

そ

し

て

八
月

五
冂

の

午

後
に

は
、

紛
争
の

恒
久
的
解
決
へ

の

第
一

段
階
と

し

て

の

エ

ン

デ

ィ

ヴ

ァ

・
ア

コ

ー

ド

が

署
名
さ

れ

た
Q

後
に

こ

れ

は

第
一

次
和
平
会
談
と

い

わ

れ

る
。

　

そ

の

合
音
心

に

よ

れ

ば
、

　
「

PNG

政
府
は

軍
事
力
を

行
使
す
る

こ

と

な

く
、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

皀
面

民
に

と
っ

て

不

吋
欠
な

サ

ー

ヴ

ィ

ス

を

再
開

す

る

た

め
、

PNG

憲
法
に

の

っ

と

り、

す
べ

て

の

実
質
的
な

手
段
を

と

る
」

と

い

う
の

で

あ

る
．

そ

し

て

教
育、

保
健
衛

生
、

通
信
の

サ

ー

ヴ

ィ

ス

が

最
優
先
さ

れ

る

も
の

と

し

て

合
意
さ

れ

た
。

プ

ー

ゲ
ン

ヴ

イ
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ル

暫
定
政
権
代
表
は

、

あ

ら
ゆ

る

サ

ー

ヴ

ィ

ス

の

再
開
に

従
事
す

る

公
務
員
の

安
全
を
保

障
す
る

こ

と

に

合
意
し

た
。

　
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

の

将
来
に

関
す
る

す
べ

て

の

政
治
的
政
策
は

、

PNG

政
府
と

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

暫
定
政
権
の

今
後
の

交
渉
に

委

ね

ら

れ

る
、

と
い

う

こ

と

に

つ

い

て

も

合
意

が

成
立
し

た
。

　
サ

ー

ヴ

ィ

ス

の

復
活
と

し

て

は
、

合
意
成

立
後｝．一
週
間
以

内
に

、

燃
料、

食
糧

、

医
薬

品
な

ど

不
可
欠
な
生
活
物
資
を
搬
入
し

、

さ

ら

に

八

月
末
ま

で

に

通

信
網
を

復
旧

す

る

計

画
が

た

て

ら
れ

た
。

そ

の

実
施
の

た

め

PN

G
政
府
は

、

ま

ず

ブ

カ

島
に

軍
隊
と
警
察
を

上
陸
さ

せ

る

方
針
を
決
定
し

、

九
月
末
に

そ

の

政
策
を

進
め

始
め

た
。

　
こ

れ

に

対
し

て
、

ブ

…

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

側
の

エ

ン

デ

ィ

ヴ
ァ

会
談
代
表
カ

プ

イ

首
相
が

、

一

〇
月
一

六
日

に
、

ブ

カ

島
に

L
陸
し

た

P

NG

政
府
の

軍
隊
を
即
時
撤
退
さ

せ

な

け
れ

ば、

今
後
PNG

政
府
と

の

和
平
会
談
に

は

応
じ

な

い

と

い

う
ス

テ

ー

ト

メ

ン

ト

を

発
表

し

た
。

そ

れ

に

対
し

て

PNG

代
表
の

ナ

ロ

コ

ビ

法
相
は、

上
陸
し

た

治
安
軍
は

サ

ー

ヴ
ィ

ス

を

行
な

う

公
務
員
と

住
民
の

安
全
を

は

か

る
こ

と
が
目
的
で

、

カ

ブ

イ

首
相
が

い

う

よ

う
な

、

サ

ー

ヴ
ィ

ス

復
旧
の

名
の

下
に

武
力

侵
攻
を
は

か

る

も
の

で

は

な

い

と

反
論
し

た
。

　
こ

う
し

て

「

エ

ン

デ
ィ

ヴ
ァ

。
ア

コ

ー

ド
」

は

重
大
な
局
面
に

立
た

さ
れ

た

が
、

カ

ブ

イ

首
相
の

発
雪
ロ

の

中
に
、

今
後
も

コ

エ

ン

デ
ィ

ヴ
ァ

・
ア

コ

ー

ド
」

の

際
と

同
様
に

、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

政
府
の

仲
介
が

な

け

れ

ば、

次

の

和
平
会
談
を

開
く
こ

と

は

で

き

な

い

こ

と、

そ
の

和
平
会
談
を

開
催
す
る

候
補
地
は

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
と

す
る

こ

と、

と

い

う

言
葉
が

あ

る

点
が

注
目
を

ひ

い

た
。

　
　

○冂
月

二
］

日

に

は、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

島
民
向
け
の

物
資
補
給
サ

ー

ヴ

ィ

ス．
再
開
の

た

ゐ

ブ

カ

島
に

上

陸
し

た

PNG

政
府
軍
が

、

BRA

軍
に

襲
撃
さ

れ

て

戦
火
を

交
え

る

事

件
が

起
こ

っ

た
。

一

〇
月
下
旬
に

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

を
訪
れ

た

外
国
新
聞
記
者
は、

フ

ラ

ン

シ

ス

。

オ

ナ

や

カ

ウ

オ

ナ

と

会
見
し

た
。

そ

の

と

き
オ

ナ

た

ち

は
、

PNG

の

和
平
交

渉
委
員
と

し

て

の

ソ

マ

レ

外
椙
と
ナ
ロ

コ

ビ

法
相
は

信
頼
で

き
な

い

の

で
、

交
渉
相
手
に

し

な

い

こ

と
、

地
方
自
治
柑
の

ジ
ョ

ン

・

モ

ミ

ス

神
父
を

和
平
交
渉
の

仲
介
者
に

し

て

欲

し

い

こ

と、

な

ど
と

言
っ

た
。

　
一

二

月
末
に

ラ
バ

ウ

ル

で

発
表
さ

れ

た

ス

テ

ー

ト

メ

ン

ト

は、
　
「

モ

ミ

ス

神
父
は

BR

A
最
高
司
令
官
フ

ラ

ン

シ

ス

・

オ

ナ

と

軍
司

令
官
サ

ム

・

カ

ウ

才

ナ

か

ら
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

来
る

よ

う
招
聘
さ

れ

て

い

る
」

と

伝
え

て

き

た
。

　
ソ
ロ

モ

ン

諸
島
の

外
相
サ

ー
・
ピ

ー

タ

ー
・

ケ
ニ

ロ

レ

ア

は
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

訪
問
を

希
望
し

て

PNG

政
府
に

拒
否
さ

れ

た

が、

一

九
九
一

年
一

月
三

日

に

は
、

第
二

次
和
平

会
談
が

ホ

ニ

ア

ラ

で

開
催
さ

れ

る

と

決
定
さ

れ

た

こ

と

を
歓
迎
す
る

と
述
べ

た
。

　
一

月
に

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

潜
入
し

た

新

聞
記
者
ア

ル

フ

レ

ド
・

サ

サ

コ

（

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
国
籍
で

オ

…

ス

ト

ラ

リ
ア

の

記

者
）

と

の

イ
ン

タ

ヴ
ュ

ー

で、

フ

ラ

ン

シ

ス

・

オ

ナ

は
、

ブ

…

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

封
鎖
が

続
い

て

も

B

RA

は

長
期
に

活
動
を

続
け

る

こ

と
、

銅
山

地
帯
の

土
地
所
有
者
は

BCL

が

戻
っ

て

く

る

の

を

拒
否
す

る

こ

と
、

な

ど

を
語
っ

た．、

　
一

月
一

四

日

に

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
の

首
都
ホ

ニ

ア

ラ

か

ら
、

PNG

の

ジ

ョ

ン

。

モ

ミ

ス

地
方
自
治
相
は

、

　

「

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
イ

ル

暫
定

政
権
は、

今
後
一

週
閻
以
内
に

ソ

ロ

モ

ン

諸

島
政
府
お
よ

び

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
キ

リ

ス

ト

教

徒
協
会
の

支
援
を

え

て
、

PNG

政
府
代
表

と

和
平
会
談
を

も

つ

こ

と

に

同
意
し

た
」

と

伝
え

て

き
た

。

そ

し
て

「

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

暫
定
政
権
は

平
和

、

治
安

、

サ

ー

ヴ
ィ

ス

復

活
、

さ

ら

に

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

独
立
問
題
に

つ

い

て

も
、

討
議
す
る

用
意

が

あ

る
」

と

神

父
は

つ

け

加
え

た
。

　

モ

ミ

ス

神
父
が

伝
え
て

き
た
ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

暫
定
政
権
の

発
表
の

中
で

、

最
も
注
目
す

べ

き
重
要
な

こ

と

は
、

治
安
維
持
を
は

か

る

た

め

に

は

PNG

軍
で

は

な

く、

中
立
的
な

多
国
籍
軍
を

駐
留
さ

せ

る

こ

と

が

望
ま

し
い

、

と

主
張
し

た

点
で

あ

る
。

　

ホ

ニ

ア

ラ

に

お
け

る

第
二

次
和
平
会
談
は

一

月一
．

一

日

に

始
ま
っ

た
。

PNG

政
府
代

表
は
マ

イ

ケ

ル

・
ソ

マ

レ

外
相、

バ

ー

ナ

ー

ド
・

ナ

ロ

コ

ビ

法
柑

、

ブ

…

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

暫

定
政
権
代
表
は

ジ

ョ

セ

ブ
・

カ

ブ

イ

首
相
で

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
¢ e

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　．
皿

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
肛

あ
っ

た
。

仲
介
者
と

し

て

こ

の

会
談
を

実
現

s

さ

せ

た

ブ

…

ゲ
・

ヴ
・

ル

出
身
の

ジ

・

ン

島

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
肛

モ

ミ

ス

神
父
も

、

PNG

地
方
自
治
相
と

し

h

て

和
平
会
談
に

参
加
し

た
。

　
　
　
　

　
　
k

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　

　

し

か

し、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

暫
定
政
権
側
 

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
ご

の

代
表
団
に

は
、

BRA

最
高
司
令
官
で

暫
箆

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　

定
政
権
の

大
統
領
で

あ
る

フ

ラ

ン

シ

ス
・
オ

琵

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
N

ナ

も
、

BRA

軍
司
令
官
サ

ム

・

カ

ウ

オ

ナ

も

参
加
し

て
い

な

か
っ

た
。

そ

れ

は

PN

G
政
府
代
表
ソ

マ

レ

外
相
に

対
す
る

不
信
感

の

せ

い

で

あ

ろ

う

か
。

あ

る
い

は

和
平
会
談

は
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

暫
定
政
権

あ
任
務
で

あ
っ

て、
　
BRA

と

は

関
係
な

い

と

主

張
す
る

た

め

で

あ

ろ

う

か
。

ホ
ニ

ア

ラ
・

ア

コ

ー

ド

　
一

月
二

四

日

に

「

和
平

、

調
停
お

よ

び

復

旧

に

関
す
る

宣
三

口

一゚
　
＝
Q
コ

ζ
「

缶

鬥

）

零
冨

舜・

江
（）
コ

o
＝

℃

霹
霧゚

閃
 

oo

コ
〇一
一

御
江
o
昌

卸

a

開
Φ

蜀
σ

ま
＄
σ
05

　
が

、

両
代
表
団
長
に

よ
っ

て

署
名
さ

れ

た．、

こ

れ

は

「

ホ
ニ

ア

ラ

宣
言
」

と

も

「

ホ

ニ

ア

ラ
。

ア

コ

！

ド
」

と

も

い

わ

れ

る

取
決
め

も
し

く

は

協
定
で

あ

る【、

　

こ

の

取
決
め

に

よ

れ

ば
、

宀

元

全
な

復
興
が

実
現

さ

れ

る

に

は
、

一

八

カ

月
な

い

し

三

六

カ

月
の

努
力
が

必
要
だ

と

さ

れ

て

い

る
。

そ

し

て

六

ヵ

月
毎
に

そ

の

実
施
状
況
が

評
価
さ

れ

る

こ

と、

い

ず
れ

の

当
事
者
も
桾
手
の

当

事
者
が

取
決
め

を

「

サ

ボ

タ

ー

ジ

ュ

」

す
れ

ば
、

取
決
め

を

破
棄
す

る

こ

と

が

で

き

る

と

明
記
さ

れ

て

い

る
。

　

注

目
す
べ

き

こ

と

は
、

こ

の

和
平

会
談
で
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は

BCL

（

プ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

銅
山
会
社
）

を

ど

う
す
る

か

に

つ

い

て、

さ

ら
に

ブ

…

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

島
の

政
治
的
地
位
の

問
題
に
っ

い

て

は、

ふ

れ

ら

れ

な

か
っ

た

こ

と

で

あ
っ

た
。

俵
者
に

つ

い

て

は、

一

九
九
一

年
中
に

開
催

さ

れ

る

と
予
想
さ

れ

る

第
三

次
和
平
会
談
ま

で、

論
議
が

持
ち
こ

さ

れ

る

と

さ

れ

る

こ

と

で
A
呈
思

さ

れ

た
。

　

ホ
ニ

ア

ラ
・

ア

コ

ー

ド

は

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

島
民
の

社
会
経
済
牛
活
を

正

常
化
し

安
定

さ

せ

る

た

め

の

条
件
を

整
え

る

う
え

で、

必

要
な

措
置
に

つ

い

て

の

プ

r
ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

暫

定
政
権
と

PNG

政
府
と

の

合
意
で

あ
っ

た
。

　

そ

の

た

め

に

［，
多
国
籍
監
視
チ

ー

ム

」

MST

（

7
ぎ

三
蠧
二

雲
巴

しQ

暑
Φ

零
尻
O

蔓

弓
m甲
瓮
5）

を、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
・博

ル

島
に

配
備

す
る

こ

と

を
取
決
め

た
。

こ

れ

は

ブ

！

ゲ
ン

ヴ
ィ、
ル

暫
定
政
権
側
が
一

九
九
〇
年
末
か

ら

．
要
求
し
て

い

た
【．
中
立
的
な

多
国
籍
軍
」

配

備
と

い

う
発
想
に

よ
っ

た

も
の

で

あ

る．）

　

PNG

政
府
は

そ
の

構
想
に

は

賛
成
し

た

が
、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

紛
争
は

PNG

の

国

内
問
題
で

あ

る

か

ら、
　
「

多
国
籍
軍
」

と

い

う
言
葉
は

適
当
で

な

い

と

し
、

PNG

政
府

の

面
子
を

ま

も
る

に

は

MST

と

す
る

必．
要

が

あ

る
、

と
い

う
こ

と

に

な
っ

た

わ

け

で

あ
っ

た
。

　

PNG

の

ソ

マ

レ

外
相
は、

ア

コ

ー

ド

に

署
名
し

た

直
後
に、

MST

の

駐
留
に

ょ
っ

て

PNG

軍
を

島
に

復
帰
さ

せ

な
い

こ

と

を

確
認
し

、

ブ

カ

島
に

上

陸
し
て

い

る

PNG

軍
部
隊
も
間
も

な

く

撤
退

さ

せ

る

と

言
っ

た．）

ア

コ

！

ド

に

従
っ

て
、

BRA

と
、

よ

り
小・

規

模
な

「

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ノ，
ル

解
放
戦

線
」

【
WQ

藹
巴
ロ

邑
。

訂
σ

。

ヨ

ぎ
罫

孚
Q
コ→

に

は、

PNG

政
府
か

捕
ら

え

て

い

る

こ

の

両
独
立

運
動
の

捕
虜
に

P
翼

G
政
府
が

大
赦
を

与
え

る

こ

と

が

約
束
さ

れ

た
G

　

ま

た

ホ

ニ

ア

ラ
・

ア

コ

ー

ド

は
、

BRA

は

そ

の

所
有
す

る

武
器
を

MST

に

引
渡
す

こ

と

を

定
め

、

BRA

も

そ

の

こ

と

に

同
意

し

た
。

し

か

し、

問
題
は

BRA

所
有
の

武

器
の

破
壊
問
題
で

あ
っ

た
。

武
器
の

「

破
壊
」

は

ア

コ

ー

ド

の

草
案
で

は

削…
除
さ

れ
て

い

た

が
、

署
名
さ

れ
た

最
終
案
に

は

明
記
さ

れ

て

い

た
。

そ

の

た

め

BRA

が

強
く

反
発
す
る

こ

と

に

な
っ

た
。

破
壊
の

決
定
は
ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

イ

ル

暫
定
政
権
が

行
な

う
べ

き

こ

と
病

丶

PNG

政

府
が

行
な

う
べ

き

で

は

な

い

と

い

う
の

で

あ
っ

た
。

　

ア

コ

ー

ド

に

は
、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

に

暫

定
的
な

司

法
行
政
機
構
を

設
け

る

こ

と

が

規

定
さ

れ

て

い

る

が
、

そ

の

手
続
き
を
進
め

る

も

の

は

地
方
自
治
大、
臣
モ

ミ

ス

神
父
の

役
割

で

あ
っ

た
。

　

ホ

ニ

ア

ラ
・

ア

コ

ー

ド

の

焦
点
は

、

MS

T
の

編
成
で

あ

っ

た．vMST

を

編
成
し

、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

島
に

配
備

す
る

に

は、

P

封

G
政
府
に

大
き
い

財
政
的
負
担
が

生
ず
る

の

で
、

PNG

政
府
は

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

と

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

に

援
助
を

依
頼
し
、

こ

の

両
国
は

MST

の

駐
留
期
間
そ
の

他
の

員

体
的
な

内
容
が

明
確
に

な

れ

ば、

協
力
す

る

に

や

ぶ

さ

か

で

は

な

い

と

い・
つ

意
向
を
示
し

て

い

た
。

ホ
ニ

ア

ラ

宣
言
の

意
味
す
る
も
の

　
ー

「

銅
の

政
治
学
」

に

終
止

符
1

　
「

ホ
ニ

ア

ラ

宣

言
」

の

正

式
の

名

称
は

「

和
平、

調
停
お

よ

び

復
旧

に

関

す
る

宵
三 ．
甬

」

で

あ
る

。

し

か

し
、

そ

の

中
に

は、

一

九
九

〇
年
五

月
以

来
破
壊
さ

れ

放
棄
さ

れ

て

い

る

BCL

（
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

銅
山
会
社
）

の

復
旧

や、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

島
の

将
来
の

政

治
的
地
位
の

問

題
は

、

嚇．
出

及
さ

れ
て

い

な

か
っ

た
。

私
は

こ

の

宵
三 ．
日

は

ロ

ン

・

ク

ロ

コ

ム

教一

授
が
一

九

六
八

年
九
月
に

命
名
し

た

「

銅
の

政
治
学
」

の

時
代
に

終
止
符
を
う
っ

た

も
の

だ

と

思

う
。

　

し

か

し
、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

危
機
の

発
牛

以

来
、

政
党
の

党

首
と

し

て、

次
に

PNG

初
代
首
相
と

し

て
、

深
く
こ

の

紛
争
に

か

か

わ
っ

て

き
た

現
外
相
マ

イ

ケ
ル

・

ソ

マ

レ

は
、

一，
鋳
の

政
治
学
」

の

視
点
か

ら

脱
却
す
る

こ

と

が

で

き

な

か
っ

た
。

彼
は

BCL

の

親

会
社
が

オ

；

ス

ト

ラ

リ

ア

の

大
企
業

CR

A
（

OQ

暴
ぎ
Ω

国
○

葺
p

冥

＝）
門

〉

量
霞

注

び
）

で

あ

る

こ

と

が、

ブ

…

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

島
民
の

BCL

敵
視

、

そ

れ

に

端
を

発
す
る

PNG

か

ら

の

分
離
独
立
要
求
の

原
因
だ

と
信
じ

て

い

た
。

　
そ

こ

で
｝

九
九
〇
年
に

ア

メ

リ

カ

の

投
資

家
ジ
ェ

イ
・

プ

リ

ソ

カ

ー

氏
が
、

CRA

に

BCL

を

買
収
し

た

い

と

申

し

入

れ

た

が
、

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
¢ e

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　．
皿

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
肛

CRA

に

拒
否
さ

れ

た

と

い

う

事
実
を

知
っ

s

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　

て、

ソ

マ

レ

外
相
は

自
ら

プ

リ

ッ

カ

i
氏
に
訌

依
然

BcL

を

買
収
す

る

意
志
が

あ

る

か

ど
 

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
L

う
か

を

確
か

め

る

た

め
、

　一

九
九
一

年一．｝
月
k

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　

に

PNG

政
府
地
方
自
治

相
ジ

ョ

ン

・
モ

ミ
m

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
厩

ス

神
父
を
伴
っ

て

蘖
し

た
。

　

　
脱

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
ト

カ

リ

フ

・

ル

ニ

ァ

で

行
な

わ
れ

た
ソ

マ

レ

゜
M

プ

リ
ッ

カ

ー
AA

談
に

は、

BCL

の

ド

ン

・

カ

ル

サ

ー

ズ

氏
も

参
加
し
た

。

ソ

マ

レ

外
相

の

案
は

現
に

CRA

が

持
っ

て

い

る

BCL

株
の

五
三

’
六

％

を

PNG

政

府
が

買
取
り

、

そ
の

う
ち

BCL

株
の

五
「

％
を

プ

リ
ッ

カ
ー

氏
に

売
却
し

、

PNG

政
府
は
一

九
％

を

保

有
し

、

残
る

三

〇
％

億

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

地
主
た

ち

に

持
た
せ

る
、

と
い

う

も
の

で

あ
っ

た
。

帰
国
し

た

ソ

マ

レ

外
相
は
、

こ

の

案
を

PNG

内
閣
に

報
告
し

た．冒

　

し

か

し
、

ソ

マ

レ

外
柑
案
に

対
し

て

は
、

CRA

が

拒
否
の

意
向
を

示
し

、

CRA

と

し

て

は

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

で

各
種
サ

ー

ヴ
ィ

ス

の

復
旧

に

努
力
し

て

い

る

PNG

政・
府

に

対
す
る

協
力
の
一

環
と
し

て
、

銅
山
の

発
電

所
を

復
旧

し

送
電
を

可
能
に

す

る

用
意
が

あ

る

と

述
べ

た
。

　

さ

ら

に

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

の

銅
山
付
近
の

土
地
所
有
者
た

ち

は

分
離
独
立
要
求
一

点
張

り

で

あ

り、

経
済
的
に

は

ど

ん

な

犠
牲
を

払

う

こ

と

に

な
っ

て

も、

銅
山
会
社
な

ど

二

度

と

見
た

く
も

な

い
、

と

い

う

姿
勢
を
崩
さ

な

か
っ

た
。

　

こ

う

し

た

状
況

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

四

月
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に

な
る

と

ソ

マ

レ

外
相
は、

CRA

と

直
接

交
渉
の

た

め

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

に

出
張
し

た
。

そ

し
て

中
国
訪
問
前
の

PNG

首
柑
ナ
マ

リ

ウ

は、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

か

ら

C2A

が

手

を

引
く
こ

と

に

な

れ

ば
、

和
乎
実
現
へ

の

速

度
が

早
ま

る

か

も

知
れ

な

い

と

述
べ

て
、

ソ

マ

レ

外
相
に

同
調
し

て

い

た
。

　

こ

う

し
た

PNG

政
騎
の

動
き

に

対
し

て
、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

暫
定
政
権
の

ス

ポ

…

ク

ス

マ

ン

は
、

　
ソ

マ

レ一
外

相
の

考
え

は

本
末〃
顛

倒冖

し
て

い

る

と

批
判
し、

BCL

の

将
来
を
紛

争
の

政
治
的
解
決
と

結
び

つ

け

る

の

は

誤
り

だ

と

主
張
し

た
。

ま

た

PNG

の

野
党
は
、

ソ

マ

レ

は

と

ん

で

も
な

い

妄
想
に

と

ら

わ

れ

て

い

る

と

非
難
し

た
。

ソ

マ

レ

外
相
は

CR

A
に

対
し

て
、

PNG

と

し

て

は

BCL

を

国
有
化
す
る

こ

と

な

ど
全

く

考
え

て

い

な

い

と

保
証

し

た

が、

結
局、

CRA

は

BC

L
売
却
案
に

は

強
く
反
対
し

た
。

　

四

月
に

PNG

軍
が

北
部
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
イ

ル

で

BRA

墓
地
を

制
圧
し

た

こ

と
に
、

深

い

満
足
感
を

も
っ

た

ナ

マ

リ

ウ

首
相
は

、

こ

れ
で

CRA

に

BCL

を

売
却
す

る

よ

う

圧

力
を

か

け
る

必
要
は

な

く

な

り
そ

う
だ

と

述

懐
し

始
め

た
。

そ

し

て

匠

月
に

入
る

と
、

首

相
は

CRA

に

BCL

株
を
売
却
さ

せ

る
つ

も
り

は

な

い

と

言
明
し

、

ソ

マ

レ

外
相
の

ア

メ

リ

カ

の

投
資
家
と

の

会
談
は、

外
相
の

偶

発
的
思
い

つ

き
に

す
ぎ

な

か
っ

た

の

だ

と

述

べ

た
。

　

BCL

を
ど

う

す
る

か

と

い

う
問
題
は

、

こ

れ

で

紛
争
解
決
と

無
関
係
だ

と

さ

れ

る

に

至
っ

た
。

　

次
に

ホ

ニ

ア

ラ

協
定
に

明
記
さ

れ

て

い

る

MST

（

多
国
籍
監
視
チ

ー

ム
）

の

編
成
悶

題

が

ど

う

進
展
し

た

か

を

見
よ

う
。

MST

の

原
型

は

BRA

側
の

発
想
に

よ

る

コ

多
国

籍
平
和
維
持
軍
」

で

あ

る。

PNG

政

府

側
の

い

う

MST

は

何
を

「．
監

視
」

す
る

の

か
。

ホ

ニ

ア

ラ

宣

言
に

よ

る
「，
和
平、

調
停
お

よ

び
復
興
」

を

実
現
す

る

努
力
が

、

ど

の

よ

う

に

進
ん

で

い

る

の

か

を

監

視
さ

せ

よ

う

と

い

う
こ

と

で

あ

ろ

う
。

し

か

し
、

監
視
チ

ー

ム

と

い

っ

て

も

軍
隊
や

警
察
隊
に

編
成
さ

れ

て

い

る

の

で
、

実
質
的

に

は

BRA

の

主
張
し

た

「

多
国
籍
平
和
維

持
軍
」

に

ほ

か

な

ら

な

い
。

　

PNG

政
府
は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

紛
争
は

国
内
問
題
で

あ

る

か

ら
、

多
国
籍
平
和
維
持

軍
と
い

う
の

は

紛
争
を
国
際
化
す
る

傾
向
が

あ

る
の

で
、

採
用
で

き
な

い

と

い

う

わ

け

で

あ
っ

た
。

し

か
し

、

ソ

マ

レ

外
相
は
ホ

ニ

ア

ラ

会
談
が

終
る

と

間
も
な

く
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

に

派
兵
を

要
請

し、

二

月
に

入
る

と

カ

ナ

ダ、

フ

ィ

ジ

ー
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島、

ヴ
ァ

ヌ

ア

ツ

に

も

ア

プ
ロ

ー

チ

し

始
め

た
。

　

し

か

し
、

三

月
に

な

っ

て

ポ

t
ト

モ

レ

ス

ビ

ー

に

来
訪
し

た

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ
ン

ド

の

副

首
相
兼
外
相
ド

ン

。
マ

ッ

キ

ノ

ン

が、

和
平

は

政
治
的
交
渉
に

よ
っ

て

実
現
さ

れ

る

べ

き

だ

と

信
ず

る

と

述
べ

、

MST

へ

の

協
力
は

和
平
が

実
現
さ

れ

な

い

間
は

行
な

え

な

い
、

と
い

う

意
見

を

述
べ

た

の

は

正
論
で

あ
っ

た
。

　

二

月
に

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

政
府
は

八

〇
〜

一

〇

〇
名
の

警
察
隊
を
プ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

行
政
サ

…

ヴ
ィ

ス

に

参
加
さ
せ

る

計
画
で

あ
っ

た

が
、

BRA

軍
司
令
官
カ

ウ

才

ナ
が、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

人
が

参
加
す

る

MST

な

ら
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

暫
定
政
権
は

容
認
で

き

な

い

と
言
明
し

た

た

め
、

参
加
を

断
念
し

た

事

実
が

あ
っ

た

こ

と

も
忘
れ

て

は

な

ら

な

い
。

　

PNG

の

コ

モ

ン

ウ
ェ

ル

ス

事
務
局
幹
部

が、

五

月
に

BRA

の

フ

ラ

ン

シ

ス

・

オ

ナ

と
サ

ム

・
カ

ウ

オ

ナ

と

会
談
す

る

目

的
で

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

を
訪
れ

た

と
き、

BRA

の

両

首
脳
は

多
国
籍
平
和
監

視
チ

ー

ム

の

駐
留
案

を、

受
諾
す
る

と

い

う

決
意
を
固
め

て

い

る

と
い

う

印
象
を

う

け
た

と

報
告
し

た
o

　

そ

れ

を

闘
い

た

PNG

国
防
大
臣
ビ

ナ

イ

ス

・

サ

ブ

メ

イ

じロ
Φ

口

巴
の

9 岱

帥
σ

‘

茸
2

は
、

ナ

マ

リ

ウ

首
相

も
同
意
見
だ

が
、

第
三

者

（

多
国
籍
平
和
監
視
チ

ー
ム

）

の

導
入

は
、

BRA

の

独
立
要
求
を

正

当
化
す
る

だ

け

の

効
果
を

も
つ

と

し

て、

そ

の

駐
留
に

反
対
の

立

場
を

明
ら

か

に

し

た
。

PNG

政
府
は

酸

ST

を

拒
否
す
る

方
針
を
明
確
に

し

た

の

で

あ

る
。

　
｝

九
九
一

年
五

月
一

七
日

に

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

で

は

独
立
宣．
言
一

周
年
記

念
の

行
事
が

行

な

わ

れ
た

が
、

プ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

暫
定
政
権

の

指
導
者
た

ち

は、

カ

ナ

ダ、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
お

よ

び

ヴ
ァ

ヌ

ア

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
¢ e

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
．

皿

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
蹴

ツ

の

部
隊
で

編
成
さ

れ

る

多
国
籍
平
和
維
持
y

軍
を

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

配
備
す

る

よ

う
、

皿

ず
ト

モ

レ

ス

ビ

ヨ

に

強
く

訴
え

た
・

　
山

七
月
の

「

エ

ン

デ

・

ヴ
・

・

ア

コ

ー

ド
」

血

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

成
立
一

周
年
記
念
日

ま

で

に

多
国
籍
平
和
維
血

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

持
軍
が

配
備
さ

れ

る

の

が

望
ま
し
い

と

主

張
皿

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　

し

た

BRA

に

対
し

て
、

PNG

の

ナ

マ

H

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
N

リ

ウ

首
相
は

プ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

独
立

な

ど

問
題

外
の

こ

と

な

の

で
、

多
国
籍
平
和
維
持

軍
の

配

備
な

ど

容
認
す
る

わ

け

に

い

か

な
い

と
r
張
し

た
。

　
八

月
下
旬
に

第
三

次
和
平
会
談
の

開
催
が

問
題
に

な
っ

た

際
、

PNG

の

ホ

ニ

ア

ラ

駐

在
防
衛
事
務
官
フ

ラ

ン

ク
・

ミ

ロ

写
舘
π

ζ一
賢
）

の

発
表
し

た

と

こ

ろ

に

よ

れ

ば
、

B

RA

は

ブ

カ

島
と

北
部
ブ

t
ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

か

ら

の

PNG

軍

の

撤
退
を
要
求
し、

第
三

次

和
平
会
談
に

先
立
冖．

て

多
国
籍
平

和
維
持
軍

の

配
備
を
要
求
し

た

と
い

う
。

し

か

し
、

多

国
籍
平
和
維
持
軍
編
成
の

基
盤
を

決
定
す
る

予
定
の

コ

モ

ン

ウ
ェ

ル

ス

事
務
局
チ

ー

ム

と

の

会
見
を

、

フ

ラ
ン

シ

ス

・

オ

ナ

が

拒
否
し

た

と

い

う

事
実
を
指
摘
し

て
、

BRA

は

本

当
は

和
平
会
談
の

開
催
を

望
ん

で

い

な

い

の

で

は

な

い

か

と

述
べ

た
。

　
次
に

PNG

政
府
の

対
ブ

！

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

政
策
を

ま

と

め

て

み

よ

う
。

PNG

政
府
の

プ
ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

政
策

　

ホ

ニ

ア

ラ

協
定
に

は、

一

九
九

〇
年．
二

月

の

PNG

政
府
軍
の

撤
退
以

来
、

荒
廃
し

た

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

の

社
会
経
済
生
活
を

復
捫
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さ

せ

る

た

め
、

PNG

政
府
が

各
種
行
政
サ

ー

ヴ

ィ

ス

を

供
与
す
る

こ

と

を

明
記

し

て

い

る
。

同
時
に

PNG

政
府
は

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

に

軍
隊
を

再
派
遣
し

な

い

こ

と

を

明
ら

か

に

し

た
G

　

PNG

政
府
の

地
方
自
治
相
ジ

ョ

ン

・

モ

ミ

ス

神
父
が

、

各
種
行
政
サ

ー

ヴ

ィ

ス

を

復

活
さ

せ
、

島
内
を

正
常
化
さ

せ

る

業
務
の

責

任
者
と

し
て

活
動
し

た
。

ナ

マ

リ

ウ

首
相
は

和
平
協
定
を

効
果
的
に

す

る

た

め
、

BRA

の

指
導
者
た

ち

と

直
接
に

話
し

合
う

こ

と

を

主
張
し

て

い

た
。

　

し
か

し
、

BRA

側
の

首
脳
フ

ラ

ン

シ

ス

・

オ

ナ

や

サ

ム

・

カ

ウ

オ

ナ

が
、

和．
平
会
談
に

参
加
す

る

の

を

矩
ん

で

い

た

の

で、

PNG

代
表
と

し
て

ホ

ニ

ア

ラ

会
談
に

出
席
し

た

ソ

マ

レ

外
相…
と
バ

ー

ナ

ー

ド

・

ナ

ロ

コ

ビ

法
相田

は
、

　

和
平亠
父

渉
の

代
表
の

役
姻

刮

を｝
辞
仟
竹
し

た．、

　
一

九
九
一

年．一

月
ヒ
旬
に

カ

ウ

オ

ナ

が
、

プ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

は

独
立
閏
と

し

て

の

政
府

が

確
立
さ

れ

て

い

る

と
い

う

見
解
を

主

張
し

た
。

　
こ

れ

に

対
し

て

オ

ー

ス

ト

ラ
ーー’
ア

の

議
会

筋
か

ら
の

情
報
と

し

て
、

PNG

副

首

相

（ ．
儿

国
防
相
）

テ

ソ

ド
・

デ

ィ

ロ

、［、
。

二

冖）
ヲ）

が、

フ

ラ

ン

シ

ス

・

オ

ナ

と

サ

ム

・

カ

ウ

オ

ナ

を

暗
殺
し
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

に

内
紛
を

起
こ

さ
せ

て
、

島
を

奪
回
す
べ

き

だ

と

主
張

し

た

こ

と

が

伝

え

ら

れ

た
。

PNG

野
党
指

道
「

者
サ

i
・
ジ

ュ

ー

リ

ア

ス

・

チ

ャ

ン

は

民

主
的
な

太
平
洋
の

島
嶼
諸
国
軍
で

戦
争
目
的

の

多
国
籍
軍

を
編
成
し

、

す

る

こ

と

を
主
張
し

た．．

BRA

軍
と

対
決

　
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

か

ら

の

ラ
ジ

オ

報
道
と

し

て

ホ

ニ

ア

ラ

か

ら
伝
え

ら

れ

た

情
報
に

よ

れ

ば
、

四

月
一

四

日
に

PNG

軍
部
隊
が

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
の

ア

ラ

ワ

北
方
に

上
陸
し、

BRA

と

交
戦
の

う
え

橋
梁
を

爆
破
し

た

た

め
、

島
は

南
北一
｝
つ

に

分
断
さ

れ

た
。

続
報

に

よ

れ

ば

P
丙

G
の．
パ

ト

ロ

ー

ル

艦
が

BR

A
の

基

地
を
艦
砲
射
撃
し
た

と
い
・
つ。

　
こ

の

PNG

政
府
軍
の

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
κ．

ル

ヒ
陸
作
戦
は

、

明
ら
か

に

ホ

ニ

ア

ラ

協
定
に

違．
反
す

る

暴
挙
と

い

え

る

が
、

PNG

政
府

内
に

は
、

ソ

マ

レ

外
由

帽
、

ナ

ロ

コ

ビU
法
相【、

モ

ミ

ス

地
方
自
治
相
の

対
BRA

政
策
を
軟

弱
だ

と

し
、

強
力
な

武
力
鎮
圧

作
戦
を

弁
護

す

る

者
が

多
か

っ

た
の

で、

ナ
マ

リ

ウ

首
相

も

武
力
侵
攻
に

ふ

み

切
っ

た

の

で

あ

ろ

う
。

　
こ

の

侵
攻
作
戦
の

成
功
に

気
を

よ

く
し

た

ナ

マ

リ

ウ

首
相
は

、

北
部
ブ
…・
ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

で

は

各
種
サ

ー

ヴ
ィ

ス

の

復
旧

も
進
み

始
め

た

こ

と

を
強
調
し

、

四

月
二

七

日

に

は
、

紛

争
は

年
末
ま

で

に

は

平
和
的
に

解
決
さ

れ

る

と

楽
観
論
を

述
べ

た
。

そ

し

て
、

多
国
籍
監

視
チ

ー

ム

な

ど

も
は

や

不
要
か

も
知
れ
な

い

と

も
言

っ

た
e

　
島
の

復
興
に

努
力
し
て

い

る

地
方
自
治
大

臣
モ

ミ

ス

神
父

は
、

サ

ー

ヴ

ィ

ス

復
旧

に

使

わ

れ

る

よ

り
、

は

る

か

に

多
額
の

資
金
が

北

部

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

で

の

軍
の

作
戦
を
支
持

す
る

た

め

に

使
わ

れ

て

い

る

と

不
満
を
述
べ

た．、

PNG

国
防
軍
の

あ

る

幹
部
は

、

そ

う

し
た

態
度
の

モ

ミ

ス

神
父

は

独
立
運
動
支
持

者
だ

か

ら
、

そ

の

閣
僚
の

ボ

ス

ト

か

ら

追
放

す
べ

き
だ

と

要
求
し

た
。

BRA

の

フ

ラ

ン

シ

ス

・

オ

ナ

は
｝

九
九

一

年−
五

月
の

プ

ー

ゲ
ン

ヴ
κ．
ル

±ハ
和轡
国引
独
立

實
ヱヨ
［

一

周
年
を

祝
っ

た

際、

ポ

ー

ト

モ

レ

ス

ビ

ー

に

対
し
て

、

カ

ナ

ダ、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド
、

　
ソ

ロ

モ

ン

諸・
島

、

ヴ
ァ

ヌ

ア

ツ

の

軍

隊
で

構
成
さ

れ

る

多
国
籍
平
和
維
持
軍
を

島

内
に

醒

備
す
る

よ

う

要
求
し

た
。

オ

ナ

は

そ

の

平
和
維
持

軍
は

七

月
の

「

エ

ン

デ
ィ

ヴ
ァ

・

ア

コ

ー

ド゚
」
一

周
年
記

念
日

ま

で

に

配
備

さ

れ

る
べ

き

だ

と

述
べ

た
。

そ

れ

は

明
ら

か

に

PNG

軍
の

侵
攻
の

拡
大
を

阻
止
す

る

た

め

で

あ
っ

た
。

　
PNG

政
府
と

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

暫
定
政

権
の

第
三

次
和
平
会
談
は

、

最
初
は

七
月
開

催
の

予
宀

比

と

い

わ

れ

て

い

た^、

フ

ラ

ン

シ

ス

・

オ

ナ

は

そ

の

会
談
に

薦
え

て

BRA

軍
に

停
戦
を

命
じ

た
、

と

伝
え

ら
れ

た

が
、

五

月

に

な
っ

て
、

そ

の

報
道

を
不
口

定
し

た
。

オ

ナ

も

カ

ウ

オ

ナ

も
、

和
平

会
談・

．窃
り

は

多
国
籍

平
和
監

視
チ

ー

ム

の

配

備
を
要
望
し

て

い

た
。

　
国
連
総
会
議
長
候
補
と

し
て

の

選
挙
運
動

旅
行
か

ら
帰
っ

た

ソ

マ

レ

外
相
は、

ナ

ロ

コ

ビ

法
相
と

共
に
、

八

月
に

首
相
の．
要
請
に

応

じ

て

和
平
会
談
へ

の

PNG

政
府
代
表
を

再

び

引
受
け

た
。

　
し
か

し
、

第
三

次
和
平
会
談
は

八

月
下
旬

に

延
期
さ

れ、

さ

ら

に

無
期
延
期
と

さ

れ

て

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
¢ e

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　．
皿

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
し

し

ま
っ

た
。

ナ

マ

リ

ウ

首
相
が

会
談
へ

の

出
馳

席
を

拒
否
し

た

こ

と

が

原
因
だ

が
、

首
相
が

珊

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
ヨ

出
席
を

拒
否
し

た
の

は
、

BRA

が

北
部
ブ

ー

 

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
し

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

と

ブ

カ

島
ば

か

り

で

な

く
、

ラ

゜

バ

ウ

ル

か

ら
も

pKG

軍
を
撤
退
さ

せ

る

よ

碗

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
肛

う
要
求
し

た

か

ら

で

あ
っ

た
。

　

　
　
　
　
e 。

　

ナ

マ

リ

ウ

首
相
は

BRA

の

多
国
籍
平
和
週

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
H

維
持
チ

ー

ム

配

備
要
求
に

反
論
す
る

た

め
、

N

PNG

政
府
は

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

北
部
の

首

長
た

ち

や

BRA

の

役
人
た

ち

と、

す
で

に

別
個
の

和
平
協
定
を

結
ん

で
い

る

と

発
表
し

た
。

BRA

は

そ

の

発
表
に

対
し

て
、

ナ

マ

リ

ウ

は

「

分
割
支
配
」

の

戦

術
を

と

る

も

の

と

非
難
し
、

内

戦
を
再
発
さ

せ

る

危
険
性

を
警
告
し

、

そ

れ

を

予
防
す
る

た

め
、

多
国

籍
平
和
監
視
チ

ー

ム

を
主
張
し

た
。

　

カ

ブ

イ

暫
定
政
権
苗

目

相
の

外

遊
中

、

そ

の

任
務
を
代
行
し

て

い

た

ユ

ナ

イ

テ
ッ

ド

教
会

の

ジ
ョ

ン

。

ザ

レ

司
教
は

、

ヴ
ッ・
ヌ

ア

ツ

で

の

太
平
洋
教
会
会
議
に

行
っ

て
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

の

解
放
を

訴
え

た
。

ソ

0
モ

ン

諸
島
と

の

関
係

　
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
は

地
理

的
に

は
ソ

ロ

モ

ン

諸
島
に

属
す

る

北
西
端
の

島
で

あ

り
、

住
民
の

体
質
や

伝
統
的
な

文
化
の

点
で

も
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
民
は

、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島

西
部
の

島
民
た

ち

と

同
じ

性
格
を

も
っ

て

い

る
。

し

た

が
（．

て

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ノ，
ル

の

分
離

独
立
運

動
が

出
現
し

て

以

来
、

PNG

の

政

治
家
の

中
に

も

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
政
府
の

政
治

家
と

連
絡
を

と

り
、

対
痔
策
を

協
議
し

た

こ



The Pacific Society

NII-Electronic Library Service

累 UJ
．
「」
「
　曳昂 1，圭 ¢ 牙ラ A

一
勹 ノ1VVd 　9 − i ．ノ亅へ 十 TtF孑 ・云 沁

The 　Paoifio 　Sooiety

　　　　　　　　
｝ 6D ｝

と

が

あ
っ

た

の

は
、

す
で

に

見
た

通
り

で

あ

る
。

　
PNG

と

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
が

共
同
で

ブ

t

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

海
峡
な

ど
を
パ

ト

ロ

ー

ル

し

て
、

住冖
民
の

往
来
を
規
制
す
る

試
み

を

行
な
っ

て

き
た

が、

海
蚊
の

両
側
に

親
族
関
係
に

あ

る

住
民
が

多
い

こ

と

か

ら、

厳
重
な

交
流
禁
止

措
置
を

と

る

わ

け

に

は

い

か

な

か
一．

た
。

一

九
七
八

年
に

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
が

独
凱
し

た

こ

と

が
、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

の

独
立
運

動
に

、

多
少
の

影
響
を

与
え

た

こ

と

は

否
定
で

き
な

い

け

れ

ど

も
、

そ

の

点
に

つ

い

て

は

表
面
的

に

は

報
道
さ

れ

て

い

な

い
。

　
第
二

次
和
平

会
談
が

ホ
ニ

ア

ラ

で

開
催
さ

れ

る

に

至
っ

た

こ

と

自
体

、

プ

…

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

の

独
立
運
動
指
導
者
の

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
政

府
の

指
導
者
と
協
議
し

、

準
備
活
動
を

行
な
っ

て

い

た

こ

と

を
反
映
し

て

い

る
e

　
ホ

ニ

ア

ラ
・

ア

コ

ー

ド

に

取
決
め

ら

れ

た

MST

と
い

う

名
の

多
瞬
籍
平
和
監
視
チ

…

ム

に
、

ソ

ロ

モ

ン

諸・
島
の

警
察
隊
が

参一
加
す

る

こ

と

に
つ

い

て

は
、

PNG

政
府
代
表
の

ソ

マ

レ

外
相
も

同
意
し

た．
、

　
八

月
に

PNG

政
府
は

二、
名
の

交
渉
チ

ー

ム

を

ホ

ニ

ア

ラ

に

送
っ

て、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

住
民
が

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
に

入

国
す

る

の

を

禁
止
す
る

措
置
に

つ

い

て、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島

政
府
に

協
力
し

て

欲
し

い

と

申
し
入
れ

た
。

　

ま
た

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

暫
定
政
権
の

ジ
3

セ

ブ

・

カ

ブ

イ

首
相
が

、

隨
員
二

人
を

伴
っ

て

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

の

人
権
保
護
会
議
に

出
席

す
る

途
中

、

シ

ド

ニ

ー

に

ト

ラ

ン

ジ

ッ

ト

で

立

寄
る

た

め

の

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

ヴ

ィ

ザ

を

発
給
し

た

こ

と

に

つ

い

て
、

PNG

政
府

は

キ

ャ

ン

ベ

ラ

に

抗
議
し
た

。

カ

プ

イ

が
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

か

ら

帰
る

の

を
PNG

政
府
は

阻
止

し

た

か

っ

た

が
、

や

は

り

オ

！

ス

ト

ラ

リ

ア

と

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
が

ト

ラ

ン

ジ

ッ

ト
・

ヴ
イ

ザ

を

発
給
し

た

こ

と

を、

PNG

政
府
は

非

難
し

た
。

　
八
月
末
に

PNG

政
府
は

ソ

ロ

モ

ン

諸
島

政
府
に

、

逃
亡
者
引
渡
し

条
約
（
Φ

答
鐔
μ

聴

銘

9日

零

霽
身
）

の

締

結
を

要
求
し

た

が
、

ソ

ロ

モ

ン

政
府
整
毘

祭

法
務
大
臣
ア

ル

バ

ー

ト
．

ラ

オ

ー

レ

》炉
σ

 

目冖

7簡
5【・
Φ

は
、

当

面
の

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

情
勢
を
考
え
れ

ば

何
と

い
っ

て

も

時
機
が

悪
い

と

し

て

拒
絶
し

た
。

　
ま

た

PNG

政
府
は
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
に

対
し

て
、

BRA

の

メ

ン

バ

ー

が

自
分
た

ち

の

聖

域
と

し

て
、

あ

る

い

は

武
器

の

供
給
地

と

し

て

利
用
す
る

た

め
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
と

の

問
を

往
来
し

て

い

る

こ

と

に

つ

い

て、
一
．

回
目
の

抗
議
文
を

送
っ

た
。

　
さ

ら

に

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
が

BRA

の

傷
病

兵
を

医
療
し

て

い

る

こ

と

も
、

P
揺

G
政
府

に

は

不
満
な

こ

と

だ

が
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
政

府
は

人
道
的
見

地
か

ら一．一
人
の

BRA

兵
士

に

外
科
手
術
を

し

た

こ

と

を

認
め

、

BRA

の

メ

ン

バ

ー

に

限
ら

ず
、

P
翼

G
軍
の

兵

士

に

も

必
要
が

あ

れ

ば
治
療
を

行
な

う

と
い

う

意
見
を
述
べ

た
。

　
ソ

ロ

モ

ン

諸
島
政
府
は

入
国
し

て

来
た

BRA

メ

ン

バ

ー

で、

武
器

に

関
連
し

た

犯
罪
行
為
を

し
た

者
、

約
一

〇

名
を

刑
務
所
に

収
容
し

て

い

る

こ

と

を

明
ら

か

に

し

た
。

そ

の

中
に

は

武
器
を

盗
ん

だ

罪

で、

八

年
な

い

し、

一

〇
年
の

刑
を
宣

告
さ

れ

て

い

る

者
も
い

る

と

発
表
し
た

。

　
こ

う

し
た

事
情
か

ら、

ポ

ー

ト

モ

レ

ス

ビ

ー

と

ホ

ニ

ア

ラ

の

間
の

緊
張
が

高
ま
っ

て

き

た
。

九
月
に

ホ

ニ

ア

ラ

を
訪
れ

た

オ

t
ス

ト

ラ
冂
ノ

ア

通
商
大

臣
ニ

ー

ル

・

ブ

リ

ウ

ェ

ッ

ト

ZO

巴
】…
W

｝

O

≦

婁
廿

は
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
皀
畑

政
府

の

困
難
な

立
場
を

聞
か

さ

れ
ヴ

丶

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

は

今
や

域
内
の

重

大
問
題
に

な
っ

た

と

述
懐
し

た
。

　
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

テ

レ

ヴ
ィ

ジ

ョ

ン

に

出
た

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

暫
定
政
権
の

ジ

ョ

セ

ブ

。

カ

ブ

イ

首
相
は

、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

イ

ル

が

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
と

統
合
す
る

こ

と

が
、

紛
争

解
決
の

た

め

の

中
間
的
な

解
決
に

な

り

う

る

と

述
べ

た

と

い

わ

れ

る
。

　
ソ

ロ

モ

ン

諸
島
と
の

関
係
を

通

じ

て
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

紛
争
は

、

次
第
に

PNG

の

国

内
紛
争
と

は

い

え

な

い

姓
格
の

も
の

に

な

り

つ

つ

あ

る
。

ま

だ

予
断
を

許
さ
ぬ

結
末

　
ホ

ニ

ア

ラ
・

ア

コ

ー

ド

に

は、

署
名
し

た

両

当
事
者
は

、

六
ヵ

月
毎
に

そ

の

取
決
め

の

実
施
状
況
を

検
討
す

る

会
談
を

も
つ

と

い

う

規
定

が

あ

る
。

そ
の

取
決
め

を

守
る

な

ら
一

九
九
一

年
七
月
に

そ

の

検
討
会
が

開
か

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

か
っ

た
。

　
し

か

し
、

MST

の

編
成
を

は

じ

め
、

ア

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
¢ e

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
血

コ

ー

ド

の

取
決
め

の

多
く
は

実
現
さ

れ

な

い
馳

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ま

ま

今
日

に

至
っ

て

い

る
。

七
月
に

第
三

次
訌

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
し

和
平
会
談
の

開
催
が

計
画
さ

れ

た

こ

と
が

あ
っ

山

た

の

は
、

そ

れ

を

実
施
状
況
検
討
の

機
会
に
k

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

し

た

い

と
い

う

鑛
望
が

あ
っ

た

の

か

も

知
れ
m

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
厩

な

い
。

し

か

し
、

そ

の

計
画
は

流
れ

た
。

P
箆

NG

軍
が

ア

コ

ー

ド

の

取
決
め

に

反
し

て
、

H

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
エ

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

島
棄
岸
の

中
央
部
に

あ
る
N

ア

ラ

ワ

北

方
に

上

陸
し

た

こ

と

は、

規
定
に

よ

れ

は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

暫
定
政
府
側
が、

ア

コ

ー

ド

そ
の

も
の

を

破
棄
す

る

こ

と

も
で

き
た

筈
で

あ

る
。

　
ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

暫
定
政
権
は

ア

コ

ー

ド

を

破
棄
せ

ず

に
、

　
「

多
国
籍
平
和
監

視
軍
」

と

彼
ら

の

よ

ぶ

MST

の

配

備
を

PNG

政

府
に

督
促
し

続
け

て

き

た．▼

そ

れ
は

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

島
北
半
分
に

侵
攻
し

て

き
て

い

る

PNG

政
府
軍
を

追
出
し

て、

多
国
籍
平
和

監

視
軍
に

駐
留
し

て

欲
し

い

か

ら

で

あ

る
。

　
し

か

し、

カ

ナ

ダ

や
ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

は

も

ち

ろ

ん
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
や

ヴ
ァ

ヌ

ア

ツ

に

し

て

も
、

プ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

紛
争
を

国

際
紛
争
に

す
る

結
果
と

な

る

監
視

軍
の

派
遣

に

同
意
す

る

筈
は

な

い
。

　
第
二

次
和
平
会
談
の

結
果
と

し

て

の

ア

コ

ー

ド

遵
守
状
説
の

検
討
を

兼
ね

る

意

味
を

も

つ

第
三

次
和
平
会
談
は

、

そ

の

後、

八

月
に

も

九

封
に

も
開

催
が

計
画
さ

れ

た

が
、

実
現

さ

れ

な

い

で

終
わ
っ

て

い

る
。

　

最
も
新
し

い

と

こ

ろ

で

は、

九
月
二

九

日

に
ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

の

オ

ー

ク

ラ

ン

ド

で

第
ゴ ．
次
平
和
会
談
を

開
き
た
い

と
、

ブ

ー

ゲ
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广

ン

ヴ

ィ

ル

暫
定
政
権
が

要
求
し

て

い

た

が
、

PNG

政
府
は

第
三

次
和
平
会
談
は

自
国
領

内
で

開
催
す
る

の

だ

と
卞

張
し
て

、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

側
の

案
を
拒
否
し、

第
三

次
和
平

会
談
は

闘
か

れ

な

か
っ

た
。

　

ま

た
、

キ

エ

タ

港
沖
に

停
泊
し

て

い

た

貨

物
船
の

船
上

で

会
談

し

た

両
当
事
者
の

事
務

レ

ベ

ル

の

代
表
た

ち

は
、

　一
ハ

）

月
八

日

か

ら

第
三

次
和
平
会
談
を
始
め

た

い

と

話
し

合
一．

た

が
、

そ

の

開
催
場
所
は

定
め

ら
れ

な

か
っ

た
。

PNG

政
府
は

、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

の

封
鎖
を

直
ち

に

解
く
こ

と
を

BRA

が

要
求

し

た

の

を

拒
否
し

た
。

　

ブ

！

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

の

封
鎖
を

解
く
要
求
は、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

政

府
の

閣
僚
た

ち

か

ら
も

出
さ

れ

て

い

る．v

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

は

現
在

安
全

と

考
え

ら

れ

て

い

る

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

地
区
内
に

、

保
健
衛
牛
と

教
育
の

面
で

援

助
を

与
え

る

計
画
を

し
、

ボ

ブ
・

ホ

ー

ク

首

相
も

ギ

ャ

レ

ス

・

エ

ヴ
ァ

ン

ズ

外
相
も、

盲
沢

剣
に

そ

の

実
施
を

検
討
し

て

い

る．、

　

九
月
に

キ
七、
ン

ベ

ラ

を

訪
問
し
た

PNG

の

ナ

マ

リ

ウ

首
相
に

対
し

て
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ァ

貿
易
相
二

ー
ル

・

ブ

リ

ウ
エ

フ

ト

は、

そ
の

首
相
と

外
相
の

考
え

て

い

る

こ

と

を
伝

え

た
。

そ

の

後
、

貿
易
相
は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

復
興
に

関
心
を

も

ち、

PNG

を

訪
問
し

た

と

き
医
療
品
の

挺
供
を

語
っ

て
い

る
。

九

月
末
に

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

海
外
援
助
省
議
会

は、

PNG

政
府
の

管
理
下
に

あ
る

地
域

に

も
、

医
療
品
の

供
与
を

制
隈
し

て

い

る

こ

と

を

非
難
し

て

い

る
。

　

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

の

ユ

ナ

イ

テ

ッ

ド

教
会

司
教
ジ

ョ

ン

・

ザ

レ

氏
が

太
平
洋
教
A
耳

A
至

議

（

PCC

）

に
、

す
で

に

引
返
す
こ

と

の

で

き

な

く

な
一
．

て

い

る

ブ

！

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

解
放

に

つ

い

て

熱
情
的
に

訴
え

た

と

い

う

こ

と

は、

さ

き

に

述
べ

た
。

住
民
の

ほ

と

ん

ど

全
部
が

キ

リ
ス

ト

教
徒
の

太
平
洋
島
嶼
諸
国
に

と
っ

て
、

PCC

の

よ

び
か

け

は

政
府
の

そ

れ

よ

り
も
影

響
力
が

強
い

こ

と

に

留
意
す
る

必

要

が

あ

る
。

　
PCC

は、

最
初

、

PNG

政
府
に

対
し

て
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

封
鎖
を

解
き、

赤

十
字
そ

の

他
の

救
難
機
関
が、

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

入

国

で

き
る

よ

う

に

し
、

さ

ら

に

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
民

の

自
決
権
を

容
認

す
る

よ

う

要
求
し

た
。

　
ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

独
立

を、
要
求
す
る

BR

A

中
心
の

暫
定
政
権
は
、

PNG

政
府
か

ら

離
れ

て

い

っ

て
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
と

親

密

な

関
係
を
も
つ

こ

と

を

計
画
し

て

い

る
。

ソ

マ

レ
、

国
連
総
会
議
長
選
に

落
選

　

最
後
に

ふ

れ

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

は
、

マ

イ

ケ

ル

・
ソ

マ

レ

PNG

外
相

が

国
連
総
会
の

議
長
に

当
選
を

願
（、

て

立
候

補
し、

世
界
各
国
を
選
挙
運
動
し
て

歴
訪
し

遊
説
し

た

に

も
か

か

わ

ら
ず

、

一

九
九
一

年

九
月
に

そ

の

落
選
が

決
定
し

た

こ

と
で

あ
る

。

「，
ワ

シ

ン

ト

ン

・
バ

シ

フ

ィ

ク
・
レ

ポ

ー

ト
」

誌
一

〇
月
一

日

号
に

よ

れ

ば
、

ソ

マ

レ

外
相

を

強
く
推
し

て

い

た

ア

ジ

ア

太
平

洋
諸
国
の

外
交
官
に

と
っ

て、

落

選
の

ニ

ュ

ー

ス

は

シ

ョ

ッ

ク

で

あ
っ

た
。

　

ソ

マ

レ

外
相
の

願
望

が

達
成
で

き

な

か
（、

た

直
接
の

原
因
は

、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

紛
争

に

関
す

る

態
度
で

あ
っ

た
。

と

く

に

指
摘
し

て

お

か

な

け

ら

ば

な

ら

な

い

こ

と

は
、

ソ

マ

レ

外
相
が

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

を

遊
説
し

た

後
に
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

斬
口宀
疋

政
権
の

首
相
ジ
ョ

セ

ブ

・

カ

ブ

イ

が

ジ

ュ

ネ

ー

ヴ

の

人

権
会
議
に

出
席
し

た

と

き
、

ソ

マ

レ

外
相
の

対
ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

政
策
は、

島
民
の

人
権
を

無
視
し

て

い

る

と

言
っ

て、

ソ

マ

レ

外
相
を

非
難
し

た

こ

と

で

あ．
る

。

　

そ

の

ジ

ョ

セ

ブ

・

カ

プ

イ

が

国
際
的
に

訴

え

た

こ

と

は
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
・．
ル

島
民
の

人

権
を

無
視
し
て

い

る

入
物
が、

国
連
総
会
議

長
と

し

て、

国
際
社
会
の

平
和
と

安
全
の

た

め

に

貢
献
で

き
る

と

は

考
え

ら

れ

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ
っ

た〔．

　

私
の

個
人
的
な

意
見
は、

PNG

の

ナ

マ

リ

ウ

内
閣
の

山
．

で
、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

問
題

に

つ

い

て

最
も

人
道
的
で

穏
健
な

政
策
を

と
（、

た

の

は
、

ソ

マ

レ

外
相
だ

と

い

う

こ

と

で

あ

る
。

ソ

マ

レ

外
相
は
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

分
離
独
立
連
動
を、

BCL

が

オ

…

ス

ト

ラ

リ

ア

の

CRA

に

所
有
さ

れ

て、

住
民
の

生

活
を

無
視
し

た

経
営
を

行
な
っ

た

こ

と

に

起

因
す
る

と

信
じ

て

い

た
。

　
BCL

を

ア

メ

リ
カ

の

資
本
家
に．
屑

替
り

さ

せ

れ

ば
、

分
離
独
立
運
動
は

弱
ま

る

と

考

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
¢ e

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
．

皿

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
肛

え

た

ソ

マ

レ

外
相
は

、

ア

メ

リ

カ

や

オ

ー

ス
s

ト

ラ

リ
ア

を

訪
問
し

て

説
得
に

つ

と

め

た

島

失
敗
に

終
わ

・

た
・

そ

れ

は

ブ

ー

ゲ
・

ヴ

壷

ル

島
民
の

た

め

の

努
力
で

あ
一、
た

が、

P
円
皿

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

G
首
相
ナ

マ

リ

ウ

に

よ
っ

て
、

ソ

マ

レ

の

思
m

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　、
厩

い

つ

き

に

す

ぎ
な

か
っ

た

も
の

と

片
付
け

ら
箆

れ

て

し

ま
っ

た
。

　
　

　
　

　
　

　

　
　

H

pNG

政
府
閣
僚
は・

ソ

マ

・

外
相・

 

ロ

コ

ビ

法
相

、

モ

ミ

ス

地

方｛
日

治
相
以

外
は、

全

体
と

し

て

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

対
し

て

武

力
制
圧

の

方
針
を

支
持
し

て

い

る．、

そ

れ

ら

タ

カ

派
の

閣
僚
の

中
で

も

最
も
強
硬
な

軍
事

作
戦
推
進
論
者
は、

副
首
相
（

元

国
防
相）

テ

ッ

ド
・

デ

ィ

ロ

で

あ
っ

た
。

　

私
は

、

PNG

政

府
の

中
で

は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
民
の

動
き

に

最
も
同
情
的
な

ソ

マ

レ

外
相
が

、

島
民
の

人
権
を

無
視
し

て

非
人

道
的
な

政
策
を
遂
行
し

た

と

い

う

カ

ブ

イ

の

意
見
は

、

PNG

政
府
に

対
す
る

敵
意
を
反

映
し

た

も
の

だ

と

思
う．．

　
PNG

政
界
で

は

特
別
リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

ア

裁
判
所
と
い

わ

れ

る

法
廷
が

、

テ
ッ

ド
・
デ

ィ

ロ

が

か

つ

て

林
業
大
臣
だ
っ

た

時
に

犯
し

た

八
一

件
の

汚
職
や

職
権
乱
用
容
疑
を
審
議
し

て

い

た

が
、

　一

九
九
一

年
九
月
に

そ
の

有
罪

判
決
を
宣
告
す
る

段
階
に

な
っ

て
、

P
翼

G

の

サ

ー

．

セ

レ

イ
・

エ

リ

弓Q
Φ

「

O

＝｝〕
二

総
督

が
、

そ

の

裁
判
を

無
効
と

す
る

指
揮
権
を

発

動
し

て
、

テ

ッ

ド
・

デ

ィ

ロ

を

無
罪
に

し
、

国
会
議
員
と

閣
僚
の

地
位
に

復
帰
さ

せ

た
。

　
総
督
の

こ

の

行
為
は

、

明
宀
冂

な

憲
法
違
反

の

処
置
と

し
て

非
難
さ

れ

た

が、

総
督
は

デ
ィ
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乙 f

ロ

の

解
任
は

社
会
的
政
治
的
に

重
大
な

動
乱

を
ひ

き

起
こ

す

と
し

て
、

自
分
の

処
理
を

正

常
化
し

よ

う

と

し

て

い

た
。

し

か

し
、

　一

〇

月
一

日
の

緊
急
閣
議
の

決
議
を

受
け
て

、

エ

リ

総
督
は

辞
任
し

た
。

　

こ

の

よ

う

な

PNG

政

膚
内
部
の

問
題
は

、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
〆．
ル

問
題
の

解
決
に

際
し

て

の

PNG

の

国
際
的

発
言

権
を
弱
め

る

も

の

と

＝．
己

え

る
。

　

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

暫
定
政
権
の

代
表
は、

一

九
九
一

圷
一

〇
月
に

ジ

ン

バ

ブ
エ

で

開
か

れ

た

英
コ

モ

ン

ウ

ェ

ル

ス

政
府
首

班
会

議

（

CHOGM

謄

G（
蓁

雲）
コ

≦
曇
胃

；
プ

＝

銘
亀

ohOo

ぐ

o

蕁
∋
Φ

葺

ζ
零
♂

ぎ
σq
）

に

参
加

し

て
、

参
加
諸
国
の

支
援
を

訴
え

た

と

い・
つ

が、

ど

の

よ

う

な

効
果
が

あ
っ

た

で

あ
ろ

う

か
。

〈
注
V

　

碧
得

昜

暑
彎
鼠

と

い

う

政
治
的
地
位

は
、

お

そ

ら
く

オ

ラ

ン

ダ

語
圏
独
特
の

も

の

と
思
わ

れ
る

。

　

〉
娼

贄
＄

は
、

南
ア

フ

ワ

カ

に

お

け
る

「

ア

パ

ル

ト

ヘ

イ

ト
」
（

人

種
隔
離
）

と

い

う

オ

ラ

ン

ダ
語
を

思
い

出
し
て

も

ら

え

ば
、

「

隔
離
さ

れ
た
」

と

い

う

稈
の

意
味
だ

と

わ

か
っ

て

も

ら

え

る

で

あ

ろ

う
。

○瞥

け

p・

ε
 

巷
夐
9

は

コ

隔
離
さ

れ

た

政
治
的
地
位
」

と

い

う

意
味
で

あ
ろ

う
。

そ

れ

は

別

々

の

政
府
を

も
つ

も

の

が

連

合
す
る

p
ω

ω

o
°。

学

ρ

冨
ユ

暮
P
ぎ

を
、

逆
の

側
面
か

ら

表
現

す
る

概
念
と

言
え

る
。

　

ア

ル

バ

が

ア

ン

テ

ィ

ル

諸
島
連
邦
か

ら

こ

の

゜。
冨
→

磊

碧
賃
♂

を

達
成
し

た

こ

と

は
、

逆
に

言
え

ば

ア

ル

バ

が

ア

ン

テ

ィ

ル

諸
島
連
邦
の

Pひ

ω

。゚

o

甑

簿
 

臣

陰
P
審

に

な

っ

た

こ

と
を

意
味
す
る

。

　

カ

リ

ブ

海
に

は

ア

メ

サ

カ

の

丙
G・

鍵
窪

o

冖

」

σ

奉

｝
°う

乙。

09

巴
o

（

守
8
口

器
O

巴

畧
巴

こ・
雷
富
）

と

し
て

の

プ

エ

ル

ト

・

リ
コ

が

あ

る

が
、

畧

9
蟇
9

疆
再
 

は

そ

れ

に

近

い

政
治
的
地
位
と

い

え

よ

う
。

　

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

の

紛
争
は、

こ

の

島

が

PNG

の
゜。

け

篝
霧

薯
⇔

箕
 

を

獲
得
で

き
れ

ば
、

解
決
さ

れ

る

の

で

は

あ

る

ま

い

か
。
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